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はじめに 

「 T -02 D 」 をお買い上げいただきまして、まこと 
にありがとラございます。 

ご使用の前やご利用中に、本書をお読みいただを、 
正しくお使いください。 


操作説明 


r クイックスタートガイド」（冊子) 


画面の表示内容や基本的な機能の操作について説明 
しています。 


「取扱説明書」（本端末に搭載) 


すべての機能の案内や操作について説明しています。 
〈操作手順 > アプ U ケーシヨンメニューで[取扱説明 
書]^検索ち法を選択 

「取扱説明書」を削除した場合には、円 ay ストアで 
Google 円 ay のサイトにアクセスして再度ダウン 
□ー ドすることびでさます。 

〈操作手順 > アプ U ケーシヨンメニューで [ Play スト 
ア]^「取扱説明書」を検索して「取扱説明書」ア 
プ U を選択一[ダウン□ー ド] 


「取扱説明書 」 （PDF ファイル) 


すべての機能の案内や操作について説明しています。 
〈パソコンか5> http :// www . nttclocomo . co . jp / 
suppo け/ trouble / manual / download / index.html 
※最新情報びダウン□ー ドでさます。 


本書の見かた 


• 本書においては、 rT -02 D 」 を「本端末」と表記し 
ています。 

• 本書に掲載している画面およびイラストはイメージ 
です。実際の製品とは異なる場合びあります。 

• 本書はホームアプ U び docomo Palette Ul の場合で 
説明しています。 

• 本書内の「認証操作」といラ表記は、機能に応じて 
暗証番号やパスワードなどを入力する操作、または 
指紋認証を斤ラ操作を表しています。 

• 本書の内容の一部、または全部を無断転載すること 
は、禁止されています。 

• 本書の内容やホームページの URL および記載内容 
は、将来予告なしに変更することびあります。 








本体付属品 


■ T -02 D (保証書付き） 



〇 U □ REGZA 〇 




NTTdocomoX) 





I リアカバー TO 巨 



■電池パック F 2 己 



■クイックスタートガイド ■卓上ホルダ F 38 

ン雙 

■ microSDHC 力ード （ 1 6 GB ) (試供品） 
(取扱説明書付き） 

〇 

《お買い上げ時にあらかじめ本端末に 
取り付けられていまず。 


■ AC アダプタ F 06 (保証書付を） 

〈 AC アダプタ〉 〈 microUSB ケーブル> 



■アンテナ付イヤホン変換ケーブル（試供品) 
(取扱説明書付さ） 
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c ご使用前の確認と設定 

各部の名称と機能 . 

ドコモ miniUlM 力ード . 

micraSD 力ード . 

電池パック . 

お電 

電源 ON/OFF . 

基本操作 . 

初期設定 . 

画面表示/アイコン . 

文字入力 . 

ホーム 画面 . 

アプリケーション画面 . 


唁話……" 

電話をかける 
電話を受ける 
通話中の操作 


B 本体設定 . 

設定メニユー . 

無線とネットワーク.... 
□ック/セキュリティ 


。ール/ウェブブラウザ 

SP モードメール . 

SMS . 

E メール . 

Gmail . 

緊急速報「エ U アメール」 . 

ブラウヴ . 


叮備/索引 . 

トラブルシューティング ( FAQ )......... 

スマートフォンあんしん遠幅ヴポート 

本端末の初期化 . 

保証と アフターサービス . 

ソフトウェア更新 . 

携帯電話機の比吸収率 （ SAR ). 

輸出管理規制 . 

知的財産権 . 

SIM □ック解除 . 

索引 . 


■本体付属品 . 1 

■本端末のご利用について . 3 

■ま全上のごま意 G ぶずお守りください）.…4 

■取り扱い上のごま意 . 13 

■防水/防塵性能 . 18 
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g 茄則心 旧批 批批屬眉^ 饼剧剧说饼饼饼饼揣 
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本端末のご利用について 


• 本端末は 、 LTE • W-CDMA • GSM/GPRS • 無線 
LAN 方式に対応しています。 

• 本端末は無線を利用しているため、トンネル•地 
下.建物の中などで電波の届かない所、屋外でち電 
波の弱い所、 Xi サービスエ U アおよび FOMA ヴービ 
スエ U ア外ではご使用になれません。また、高層ビ 
ル-マンションなどの高層階で見晴らしのよい所で 
あってちご使用になれない場合びあります。なお、 
電波び強く電波状態アイコンび4本表示されている 
状態で、移動せずに使用している場合でち通話び切 
れることびありますので、ご了承ください。 

• 本端末は電波を利用している関係上、第王者により 
通話を傍受されるケースちないとはいえません。し 
かし 、 LTE • W-CDMA • GSM / GPRS 方式では秘 
話機能をすべての通話について自動的にサポートし 
ますので、第王者び受信機で傍受したとしても、た 
だの雑音としか聞さ取れません。 

• 本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線によ 
る通信を斤っていることから、電波状態の悪い所へ 
移動するなど、送信されてさたデジタル信号を正確 
に復元でさない場合には、実際の音声と異なって聞 
こえる場合びあります。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容（連絡 
先、スケジュール、メモなど）は、別にメモを取る 
などして保管してくださるよラお願いします。本端 
末の故障や修理、機種変更やその他の取り扱いなど 
によって、万び 一、 登録された情報内容び消失して 
しまラことびあってち、当社としては責任を負いか 
ねますのであらかじめご了承ください。 

• 本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインス 
I ''ールを行ラアプ U ケーションなどによっては、お 
客様の端末の動作び不安定になった0、お客様の位 
置情報や本端末に登録された個人情報などびイン 
夕ーネットを経由して外部に発信され不正に利用さ 
れたりする可能性びあります。このため、ご利用さ 
れるアプ1」ケーシヨンなどの提供元および動作状況 
について十分にご確認の上ご利用ください。 


• 大切なデータは microSD カードおよびパソコンに保 
存することをおすすめします。 

•本端末は、 Xi エ U ア、 FOMA プラスエ U アおよび 
FOMA 八イスピードエ U アに対応しております。 

• 本端末は i モードのサイト（番組）への接続、 i ア 
プ U などには対応しておりません。 

• Goo 邑 le アプ U ケーションおよびサービス内容は、 
将来予告なく変更される場合びあります。 

•本端末は、データの同期や最新ソフ h ウェアバー 
ジョンをチェックするための通信やヴーノ（一との接 
続を維持するための通信などを一部自動的に行ラ仕 
様となっています。また、アプ U ケーションのダウ 
ン□ー ドや動画の視聴などデータ量の大さい通信を 
行ラと、パケット通信料び高額になりますので、パ 
ケット定額サービスのご利用を強くおすすめします。 

•本端末では、 マナー モード中でち、シャッター音、 
静止画撮影のオートフォーカス□ック音、セルフタ 
イマーのカウントダウン音は消音されません。 

• 本端末のソフトウェアを最新の状態に更新すること 
びでをます。 - P 53 

•端末の品質改善に対応したアップデートや、オペ 
レーテイングシステム （0 S ) のバージョンアップを 
行うことびあります。バージョンアップ後に、ちい 
ノ（ージョンで使用していたアプリケーションび使え 
なくなる場合や意図しない不具合び発生する場合び 
あります。 

• microSD 力ードや端末の容量びいっぱいに近い状態 
のとをに、起動中のアプ U ケーションび正常に動作 
しなくなる場合びあります。そのとさは保をしてい 
るデータを削除してください。 

•紛失に備え画面□ックのパスワードを設定し、端末 
のセキュ U テイを確保してください。 

• Goo 旨 le び提供するヴービスについては 、 Google 
Inc . の利用規約をお読みください。また、そのほか 
のウェブサービスについては、それぞれの利用規約 
をお読みください。 

• 本端末では、ドコモ miniUlM 力ードのみご利用にな 
れます。ドコモ UIM カード、 FOMA カードをお持ち 
の場合には、ドコモショップ窓口にてドコモ 
miniUlM 力ードにお取り替えください。 
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•万び一紛失した場合は 、 Google I ク、 Gmail 、 
Google Play などの Google ヴービスや、 Twitter な 
どのサービスを他人に利用されないよラに、パソコ 
ンから各種アカウントのパスワードを変更してくだ 
さい。 

• SP モード 、 mopera U およびビジネス mopera イン 
夕ーネット （ VPN 設定は PPTP のみに限定）切外の 
プ□バイダはサポートしておりません。 

• テヴ U ングのご利用には、 SP モードのご契約び必要 
です。 

• ご利用の料金プランにより、テヴ U ングご利用時の 
パケット通信料び異なります。パケット定額ヴービ 
スのご利用を強くおすすめします。 

• モバキャスは通信と連携したサービスであるため、 
ヴービスのご利用にはパケット通信料び発生します。 
パケット定額サービスの加入をおすすめします。 

• ご利用時の料金など詳細については、 http :// 
www . nttdocomo . co . jp / をご覧ください。 


4 目次/を意事項 


護がごま意議巧。く 


• ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読 
みの上、正しくお使いください。また、お読みに 
なった後は、大切に保管してください。 

• ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の 
人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容 
を記載していますので、必ずお守りください。 

• 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用 
をした場合に生じる危害や損害の程度を説明してい 
ます。 


A 危険 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラ危 
険び切迫して生じることび想定 
される」内容です。 


警告 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラ巧 
能性び想定される」内容です。 

A ま意 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「軽傷を負ラ可能性び想定 
される場合および物的損害の発 
生び想定される」内容です。 










miniUlM 力ードの取り扱い供通) 

本端末の取り扱い . 

電池パックの取り扱い . 

アダプタ、卓上ホルダの取り扱い ..... 

ドコモ miniUlM 力ードの取り扱い.… 
医用電気機器近くでの取り扱い ......... 

材胃 -R . 


〇 

指示 

指示に基づ<行為の強制（必ず実行して 
いにた、こと J を示します。 

を 

電源ブラ 
グをなく 

電源プラグをコンセントから抜いていた 
だ< ことを示す記号です。 


■ r ま全上のごま意」は次の項目に分けて説明し 
ています。 

本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 


•次の絵表示の区分は、お守りいただ<内容を説明し 
ています。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

(S) 

分解禁止 

分解してはいけないことを示す記号です。 

か霜れ禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に蕭ら 
したりしてはいけないことを示す記号で 
す。 

(§) 

磊れ手禁止 

ミ需れた手で扱ってはいけないことを示す 
記号です。 


5 6 8 9 0 0 1 
-I -1 I— 


♦本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホ 
ルダ、ドコモ miniUlM 力ードの取り扱 
い供通） 


A 危険 

0 高温になる場所（乂のそば、暖房器具のそ 
ば、こたつの中、直射日光の当たる場所、 
禁止炎天下の車内など）で使用、保管、放置し 
ないで < ださい。 

义災、やけど、けがの原因となります。 


0 電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器 
に入れないでください。 

禁止火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


(S) 

分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


^水や飲料水、ぺットの尿などで濡6さない 
颗でくださぃ。 

水濡れ禁止义災、やけど、けび、感電の原因となります。 

防水性能についてはこち b をご参照ください。^ 
P18 


〇 本端末に使用ずる電池パックおよびアダプ 
夕は、 NTT ドコモが指定したものを使用 
指示 して < ださい。 

乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 

A 警告 

/ e \ 強い力や衝撃を与えたり、投げ付けたりし 
W ないで<ださい。 

禁止乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


/ e \ 巧電端子やが部接続端子に導電性異物（金 
W 属片、鉛筆の芯など）を接触させないでく 
禁止ださい。また、内部に入れないでくださ 
い。 

义災、やけど、けび、感電の原因となります。 
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0 使用中や充電中に、巧団などで覆ったり、 
包んだりしないでください。 

禁止火災、やけどの原因となります。 


〇 ガソリンスタンドなど引乂性ガスが発生ず 
る場所に立ち入る場合は必ず事前に本端末 
指示 の電源を切り、巧電をしている場合は中止 
して < ださい。 

ガスに弓 I 义する恐れびあります。 

ガソ U ンスタンド構内などでおサイフケータイを 
ご使用になる際は必ず事前に電源を切った状態で 
使用してください。 

(おサイフケータイ□ック設定を設定されている 
場合には□ックを解除した上で電源をお切りくだ 
さい） 


A 使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、 
V 変色、変おなど、いままでと異なるとを 
指示 は、直ちに次の作業を行ってください。 

• 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 
ケットか5巧く。 

• 本端末の電源を切る。 

• 電池パックを本端末から取りがず。 

乂災、やけど、けが、感電の原因となります。 

A 注意 

Q ぐ5ついた台の上や傾いた場所など、すま 
定な場所には置かないでください。 

禁止落下して、けがの原因となります。 


/0\湿気やほこりのをい場所や高温になる場所 
^には、保管しないでください。 

禁止乂災、やけど、感電の原因となります。 


〇 子供が使用する場合は、保護者が取り扱い 
の方法を教えてください。また、使用中に 
指示おいても、指示どおりに使用しているかを 
ご確認ください。 

けびなどの原因となります。 


〇 乳幼巧の手の届かない場所に保管してくだ 
さい。 

指示誤って飲み込んだり、けびなどの原因となったり 
します。 


6 目次/ミ主意事項 


〇 本端末をアダプタに接続した状態で長時間 
連続使用される場合には特にご注意くださ 

指示 し、。 

充電しなびらアプ U ケーシヨンや通話、ワンセグ 
視聴などを長時間行ラと本端末や電池パック•ア 
ダフタの温度び高くなることびあります。 

温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様の体 
質や体調によっては肌にホみやかゆみ、かぶれな 
どび生じたり、低温やけどの原因となったりする 
恐れびあります。 

♦本端末の取り扱い 


A 警告 

0 ホが線ポートを目に向けて送信しないで< 
ださい。 

禁止目に悪影響を及ぼす原因となります。 


/ Oi 赤外線通信使用時に、ホが線ポートをホが 
W 線装置のついた家電製品などに向けて操作 
禁止 しないで< ださい。 

赤外線装置の誤動作により、事故の原因となりま 
す。 


0 ライトの発光部を人の目に近づけて点な発 
光させないでください。特に、乳幼巧を撮 
禁止影するとさは、 ImJ ；! 上離れてください。 

視力障害の原因となります。また、目び<5んだ 
り驚いたりしてけびなどの事故の原因となります。 


0 本端末内のドコモ miniUlM 力ードや 

microSD 力ード挿入□に水などの液体や 
禁止金属片、燃えやずいものなどの異物を入れ 
ないで < ださい。 

乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


べ>^自動車などの運転ちに向けてライトを点归 
W しないで<ださい。 

禁止運転の巧げとなり、事故の原因となります。 















〇 航空機内や病院など、使用を禁止された区 
域では、本端末の電源を切ってください。 

指示電モ機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因と 
なります。 

医療機関内における使用については各医療機関の 
指示に従ってください。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場合、法 
令により罰せられます。 

ただし、電波を出さない設定にすることなどで、 
機内で本端末び使用でさる場合には、航空会社の 
指示に従ってご使用ください。 


〇 八ンズフリーに設定して通話する際や、着 
信音が鳴っているときなどは、必ず本端末 
指示を耳か5離してください。 

また、イヤホンマイクなどを本端末に装着 
し、ゲームや音楽再生などをする場合は、 
適度なボリュームに調節してください。 
音量び大さすざると難聴の原因となります。 

また、周囲の音び聞こえに<いと、事故の原因と 
なります。 


〇 む臓の弱い方は、着信バイプレータ（振 
動）や着信音量の設定に注意してくださ 

指示 し、。 

む臓に悪影響を及ぼす原因となります。 


〇 医用電気機器などを装着している場合は、 
医用電気機器メーカもしくは販売業をに、 
指示電波による該響についてご確認の上ご使用 
<ださい。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となりま 
す。 


〇 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子 
機器の近くでは、本端末の電源を切ってく 
指示 ださい。 

電子機器び誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因 
となります。 

《ごミ主意いただきたい電子機器の例 

補聴器、植込み型む臓ペースメーカおよび植込 
み型除細動器、その他の医用電気機器、义災報 
巧器、自動ドア、その他の自動制御機器など。 
植込み型必臓ペースメーカおよび植込み型除細 
動器、その他の医用電気機器をご使用されるち 
は、当該の各医用電気機器メーカもしくは販売 
業者に電波による影響についてご確認くださ 
い。 


A 万が一、ディスプレイ部を破損した際に 
M は、割れたガラスや露出した本端末の内部 
指示 にごま意ください。 

ディスプレイ部は強化ガラスを使用しております 
び、万が一割れた場合に破損部や露出部に触れま 
すと、けがの原因となります。 

A 注意 

0 アンテナ、ストラップなどを持って本端末 
を振り回さないでください。 

禁止本人や他の人に当たり、けびなどの事故の原因と 
なります。 


^本端末が破損したまま使用しないでくださ 

禁止乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


/ C \ モーシヨンセンサーのご使用にあたって 
W は、必ず周囲のま全を確認し、本端末を 
禁止 しっかりと握り、必要切上に振り回さない 
で < ださい。 

けびなどの事故の原因となります。 
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0 誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れ 
た場合には、顔や手などの皮膚につけない 
と マ:/ドすし、 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液晶び目や□に入った場合には、すぐにされいな 
水で洗い流し、直ちに医師の診断を受けてくださ 
い。 

また、皮膚やを類に付着した場合は、すぐにアル 
コー J レなどでおさ取り、石酸で水洗いしてくださ 
い。 


A 自動車内で使用する場合、自動車メーカも 
V しくは販売業ちに、電波による該響につい 
指示てご確認の上ご使用ください。 

車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を 
及ぼす原因となりますので、その場合は直ちに使 
用を中止してください。 


〇 お客様の体質や体調によっては、かゆみ、 
かぶれ、湿疹などが生じることがありま 
指示ず。異状が生じた場合は、直ちに使用をや 
め、医師の診療を受けてください。一 r 材 
質一覧 （ P 11)」 


〇 ディスプレイを見る際は、十分明るい場所 
で、画面か5ある程度の距離をとってご使 
指示用 <ださい。 

視力低下の原因となります。 

♦電池パックの取り扱い 


■ 電池パックのラベルに記載されている表示によ 
り、電池の種類をご確認ください。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

U チウムイオン電池 
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A 危険 

/ e \ 端子に針金などの金属類を接触させないで 
W ください。また、金属製ネックレスなどと 
禁止 一緒に持ち運んだり、保管したりしないで 
<ださい。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


0 電池パックを本端末に取り付けるときは、 
電池パックの向をを確かめ、うまく取り付 
禁止 けできない場合は、無理に取り付けないで 
<ださい。 

電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


0 乂の中に投下しないでください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
禁止 0ます。 


0 おを刺したり、八ンマーで日口いたり、踏み 
つけたりしないで<ださい。 

禁止電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


〇 電池パック内部の液体などが目の中に入っ 
たときは、こず5ず、ずぐにきれいな水で 
指示洗った後、直ちに医師の診療を受けてくだ 
さい。 

失明の原因となります。 

A 警告 

/ e \ 落下による変おや傷などの異常が見5れた 
場合は、絶対に使用しないでください。 

禁止電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


〇 電池パックが漏液したり、異臭がしたりす 
るときは、直ちに使用をやめて乂気か5遠 
指示ざけて < ださい。 

漏液した液体に引义し、発乂、破裂の原因となり 
ます。 

















〇 ぺットが電池パックに陋みつかないようご 
注意ください。 

指示電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 

A 注意 

Q —般のゴミと一緒に捨てないでください。 

発乂、環境破壊の原因となります。不要となった 
寧止電池パックは、端テにテープなどを貼り、絶縁し 
てからドコモショップなど窓□にお持ちいただく 
か、回収を行っている市町巧の指示に従ってくだ 
さい。 


^濡れた電池パックを使用したり充電したり 
W しないで<ださい。 

禁止電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


〇 電池パック内部の液体などが漏れた場合 
は、顔や手などの皮膚につけないでくださ 

指示 し、。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液体などび目や□に入った場合や、皮膚やを類に 
付着した場合は、すぐにされいな水で洗い流して 
<ださい。 

また、目や□に入った場合は、洗ミき後直ちに医師 
の診断を受けて < ださい。 

♦アダプタ、卓上ホルダの取り扱い 


A 警告 

Q アダプタのコードが傷んだ5使用しないで 
ぐださい。 

禁止乂災、やけど、感電の原因となります。 


/0\ AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場など 
W の湿気のをい場所では使用しないでくださ 

枯止 ■ 、 

义災、やけど、感電の原因となります。 


0 DC アダプタはマイナスアース車専用です。 
プラスアース車には使用しないでくださ 

駐止 ■ 、 

义災、やけど、感電の原因となります。 


雷が鳴り出した5、アダプタには触れない 
W でください。 

禁止感電の原因となります。 


0 コンセントやシガーライターソケットにつ 
ないだ状態で充電端子をショートさせない 
禁止でください。また、巧電端子に手や指な 
ど、身体の一部を触れさせないでくださ 
い。 

乂災、やけど、感電の原因となります。 


0 アダプタのコードの上に重いものをのせな 
いで < ださい。 

禁止义災、やけど、感電の原因となります。 


0 コンセントに AC アダプタを巧き差しする 
ときは、金属製ストラップなどの金属類を 
禁止 接触させないで<ださい。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


濡れた手でアダプタのコード、卓上ホル 
ダ、コンセントに触れないでください。 

ミ需れ手禁止义災、やけど、感電の原因となります。 


〇 指定の電源、電圧で使用してください。 

また、海外で充電する場合は、海外で使用 
指示 可能な AC アダプタで充電してください。 

誤った電圧で使用すると义災、やけど、感電の原 
因となります。 

AC アダプタ： AC100V 
DC アダプタ： DC12V • 24V (マイナスアース 
車専用） 

海外で使用可能な AC アダプタ： AC] 0 0V 〜 
240V (家庭用交流コンセントのみに接続する 
こと） 
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〇 DC アダプタのヒューズが万が一切れた場 
合は、必ず指定のヒューズを使用してくだ 

指示 さい。 

义災、やけど、感電の原因となります。指定 
ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認 
<ださい。 


〇 電源プラグについたほこりは、拭き取って 
ぐださい。 

指示乂災、やけど、感電の原因となります。 


O AC アダプタをコンセントに差し込むとき 
は、確実に差し込んでください。 

指示乂災、やけど、感電の原因となります。 


〇 電源プラグをコンセントやシガーライター 
ソケットか5巧く場合は、アダプタのコー 
指示ドを無理に引っ張5ず、アダプタを持って 
巧いてください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


み 長時間使用しない場合は、電源プラグをコ 
^ンセントやシガーライターソケットか5巧 
電源プラ いてください。 

グを抜、 火災' やけど、感電の原因となります。 


を 万が一、水などの液体が入った場合は、直 
^ちにコンセントやシガーライターソケット 
電源で か5電源プラグを巧いてください。 

グを抜、 火災、 やけど、感電の原因となります。 


A お手入れの際は、電源プラグをコンセント 
^やシガーライターソケットか5巧いて行つ 
電源で てください。 

グを抜< 火災、 やけど、感電の原因となります。 

♦ドコモ miniUlM 力ードの取り扱い 

A 注意 

〇 ドコモ miniUlM 力ードを取り外す際は切 
断面にご注意ください。 

指示けがの原因となります。 
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♦ 医用電気機器巧< での取0扱い 

■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の該響 
を防止するための携帯電話端末等の使用に関す 
る指針」（電波環境協議会）に準ずる。 

A 警告 

〇 医療機関の屋内では次のことを守って使用 
して < ださい。 

指示 • 手術室、集中治療室 acu )、 冠状動脈疾患監視 
病室 （ CCU ) には本端末を持ち込まないでくだ 
さい。 

• 病棟内では、本端末の電源を切ってください。 

• □ビーなどであってち付近に医用電気機器びあ 
る場合は、本端末の電源を切ってください。 

• 医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止など 
の場所を定めている場合は、その医療機関の指 
示に従ってください。 


A 満員電車の中など混雑した場所では、付近 
V に植込み型む臓ペースメーカおよび植込み 
指示型除細動器を装着している方がいる可能性 
がありますので、本端末の電源を切ってく 
ださい。 

電波により植込み型必臓ペースメーカおよび植込 
み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因となり 
ます。 


〇 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型 
除細動器などの医用電気機器を装着されて 
指示し、る 場合は、装着部か5本端末は 22 cmJ ；^ 
上離して携行および使用してください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 


A 自宅療養などにより医療機関のがで、植込 
V み型む臓ぺースメーカおよび植込み型除細 
指示 動器 m 外の医用電気機器を使用される場合 
には、電波による影響について個別に医用 
電気機器メーカなどにご確認ください。 
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 















♦巧質一覧 


使用箇所 

材質 

表面処理 

ディスプレイパネル 

強化ガラス 

A 口ーティ 
ング 

外装ケース 

ケース 

PA + GF 樹脂 

不連続蒸着+ 
アク U ル系 

UV 硬化塗装 
処理 


U アケース 

PC - GF 棚旨 

アク U ル系 

UV 硬化塗装 
処理 


U アカバー 

PC - GF 棚旨 

アク1」ル系 

UV 硬化塗装 
処理 

フ□ントキー 

PC 棚旨 

アク1」ル系 

UV 硬化塗装 
処理 

TV/FM 卜 

アンテナ先 

PC + ABS 樹 

アク1」ル系 

ランス三ッ 
タアンテナ 

端部 

脂 

UV 硬化塗装 
処理 


パイプ部 

ステンレス鋼 

なし 


根元屈曲部 

ニッケルチタ 
ン合金 

なし 


根元回転部 
让側） 

ステンレス鋼 

ニッケルメッ 
キ 


根元回転部 
(下側） 

ステンレス鋼 

ニッケルメッ 
キ 

アウトカメ 

窓 

アク U ル樹脂 

八ードコート 

フパネル 

IJ ング 

PC 棚旨 

不連続蒸着+ 
アク U ル系 

UV 硬化塗装 

サイドキー 
音量キー） 

(電源キー、 

PC 棚旨 

アク U ル系 

UV 硬化塗装 
処理 


使用箇所 

材質 

表面処理 

外部接続端子コネクタ 
キャップ 

PC 棚旨+ポ 

1」エステル系 
エラストマー 
樹脂 

不連続蒸着+ 
アク U ル系 
UV 硬化塗装 
処理 

イヤホンキャップ 

PC 樹脂+ポ 

U エステル系 
エラストマー 
樹脂 

不連続蒸着+ 
アク1」ル系 
UV 硬化塗装 
処理 

充電端子 

LCP 欄旨+ 
ステンレス鋼 

金メッキ 

指紋セン 
サー 

センサー部 

フレキシブル 
プ U ント基板 

なし 


ベゼル部 

ステンレス鋼 

T 口ート 

電池パック 

本体 

PC 棚旨 

なし 


ラベル 

PET 

黒色印刷文字 


端子部 

銅 

金メッキ 


■卓上ホルダ F 38 


使用箇所 

材質 

表面処理 

外装ケース 

上ケース 

ABS 棚旨 

なし 

下ケース 

ABS 棚旨 

なし 

フ□ン 
フック 

POM 樹脂 

なし 

サイドフッ 
ク 

POM 樹脂 

なし 

充電端子 

端子レノ（一 

POM 樹脂 

なし 

接点部 

C 已191 W-H 

金メツキ 

ゴム足 

PORON 

なし 
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■AC アダプタ FO 巨 


使用箇所 

材質 

表面処理 

ヶース 

PPE ヴイ □ 

ン 340 Z 

なし 

製造番号ラベル 

PET 

なし 

AC プラグ 

上下ケース 

PPE ヴイ □ 

ン 340 Z 

なし 


プラグ 

P 日 Th レつ 
ン 

1 184 GA 1 
已 

なし 


ブレード 

黄銅 

ニッケルメッ 
キ 

電源ケーブル（被覆、 
USB コネクタ、 
microUSB コネクタ） 

難燃 PVC 

なし 
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■アンテナ付イヤホン変換ケーブル（試供品） 


使用箇所 

材質 

表面処理 

コード部 

スチレン系エ 
ラストマー 

なし 

イヤホン 

ジャック 

キャップ 

オレフィン系 
エラストマー 

なし 

コンタクト 

A 

ベ UU ウム銅 

金メッキ 

コンタクト 

B 

U ン青銅 

なし 

microUSB 
- B プラグ部 

キャップ 

オレフィン系 
エラストマー 

なし 

シェル 

ステンレス鋼 

ニッケルメッ 
キ 

コンタクト 

U ン青銅 

金メッキ 

八ウジング 

ナイ□ン 

なし 

ラッチ 

スてンレス鋼 

なし 




























取 0 扱い上のご注意 


♦共通のお願い 


• T -02 D は防水/防塵性能を有しておりますび、端末 

内部に水や粉塵を侵入させたり、付属品、オプシヨ 

ン品に水や粉塵を付着させたりしないでください。 

•電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 
miniUlM 力ードは防水/防塵性能を有しておりま 
せん。風呂場などの湿気の多い場所でのご使用や、 
雨などびかかることはおやめください。また身に 
付けている場合、汗による湿気により内部び腐食 
し故障の原因となります。調査の結果、これらの 
水濡れによる故障と判明した場合、保証対象外と 
なり修理でさないことびありますので、あらかじ 
めご了承ください。なお、保証対象外ですので修 
理を実施でをる場合でち有料修理となります。 

• お手入れは乾いた柔らかい巧（めがね拭さなど）で 

巧:いてください。 

■乾いた巧などで強く擦ると、ディスプレイに傷び 
つく場合びあります。 

-ディスプレイに水滴やちれなどび付着したまま放 
置すると、シミになることびあります。 

-アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで巧 
くと、印刷び消えたり、色びあせたりすることび 
あります。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

-端子び巧れていると接触び悪< な0、電源び切れ 
たり充電不十分の原因となったりしますので、端 
子を乾いた綿棒などで巧いてください。 

また、清掃する際には端子の破損に十分ご注意く 
ださい。 

• エアコンの吹き出し□の近くに置かないでください。 

-急激な温度の変化 I しより結露し、内部び腐食し故 
障の原因となります。 


• 本端末や電池ノ くックなどに無理な力びかか5ないよ 
うに使用してください。 

•多<のちのび詰まった荷物の中に入れたり、巧類 
のポケットに入れて座ったりするとディスプレイ、 
内部基板、電池パックなどの破損、故障の原因と 
なります。また、外部接続機器を外部接続端子や 
ステレオイヤホン端子に差した状態の場合、コネ 
クタ破損、故障の原因となります。 

• ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりし 
ないで < ださい。 

■傷つくことびあり、故障、破損の原因となります。 

• オプション品に添付されている個別の取扱説明書を 
よくお読みください。 

♦本端末についてのお願い 


• タッチパネルの表面を強く巧したり、 m やボールぺ 
ン、ピンなど巧の尖ったもので操作したりしないで 
<ださい。 

-タッチパネルび破損する原因となります。 

•極端な高温、低温は避けてください。 

■温度は己で〜40で（ただし、3白でけ上はお風呂 
場などでの一時的な使用に限る）、湿度は45%〜 

8已％の範囲でご使用ください。 

• 一般の電話機やテレビ-ラジオなどをお使いになっ 
ている近くで使用ずると、悪彰響を及ぼず原因とな 
りまずので、なるべく離れた場所でご使用ください。 
• お客様ご自身で本端末に登録された情報内到ま、別 
にメモを取るなどして保管してくださるようお願い 
しまず。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

•本端末を落としたり、衝撃を与えたりしないでくだ 
さい。 

■故障、破損の原因となります。 

• か部接続端子やステレオイヤホン端子にか部接続機 
器を接続する際に斜めに差したり、差した状態で 
引っ張ったりしないでください。 

■故障、破損の原因となります。 

•使用中、充電中、本端末は温かくなりますび、異常 
ではありません。そのままご使用ください。 
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• カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでくだ 
さい。 

-素子の退色-焼付をを超こす場合びあります。 

• 通常は外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャッ 
プを閉じたが態でご使用ください。 

■ほこり、水などび入り故障の原因となります。 

• リアカバーをがしたまま使用しないでください。 

■電池パックび外れたり、故障、破損の原因となっ 
たりします。 

•指紋センサーに強い衝撃を与えたり、表面に傷をつ 
けた0しないで< ださい。 

■指紋センサーの故障の原因となるだけでな<、認 
証操作びでさなくなる場合びあります。 

• 指紋センサーは乾いた柔5かい巧（めがね拭きなど） 
で清掃してください。 

■指紋センサーび巧れていたり表面に水分び付着し 
ていたりすると、指紋の読み取りびでさなくなり、 
認証性能の低下や誤動作の原因となります。 

• microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを取 
りがしたり、本端末の電源を切ったりしないでくだ 
さい。 

•データの消失、故障の原因となります。 

• 磁気カードなどを本端末に近づけないでください。 
■キャッシュカード、クレジットカード、テレホン 
カード、フ□ッピーディスクなどの磁気データび 
消えてしまラことびあります。 

• 本端末に磁気を帯びたものを近づけないでください。 
-強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 
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♦ 電池パックについてのお願い 


• 電池パックは消耗品でず。 

■使用状態などによって異なりますび、十分に充電 
してち使用時間び極端に短くなったとさは電池 
パックの交換時期です。指定の新しい電池パック 
をお買いホめください。 

• 充電は、適正な周囲温度（日 ° C 〜3已ご）の場所で 
行ってください。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの 
劣化度により異なります。 

•電池パックの使用条件により、寿命び近づくにつれ 
て電池パックび膨れる場合びありますび問題ありま 
せん。 

•電池パックを保管される場合は、次の点にごを意く 
ださい。 

-フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管 
-電池残量なしの状態（本体の電源び入らない程消 
費している状態）での保管 
電池パックの性能や寿命を低下させる原因となりま 
す。 

保管に適した電池残量は、目安として電池残量び40 
パーセント程度の状態をお勧めします。 

♦アダプタについてのお願い 


• 充電は、適正な周囲温度（已 ° C 〜3日ご）の場所で 
行ってください。 

•巧のような場所では、充電しないでください。 

■湿気、ほこ0、振動の多い場所 
-一般の電話機やテレビ-ラジオなどの近く 
•充電中、アダプタび温かくなることびありまずび、 
異常ではありません。そのままご使用ください。 

• DC アダプタを使用して充電する場合は、自動車の 
エンジンを切ったまま使用しないでください。 

-自動車のバッテ U - を消耗させる原因となります。 
• 巧け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そ 
のコンセントの取扱説明書に従ってください。 
•強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を 
変形させないで<ださい。 

-故障の原因となります。 





♦ ドコモ miniUlM 力ードについてのお願 
し、 


• ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/取りがしには、 
必要む上に力を入れないでください。 

• 他のに力ードリーダー/ライターなどにドコモ 
miniUlM 力ードを挿入して使用した結果として故障 
した場合は、お客様の責任となりますので、ごを意 
<ださい。 

• に部分はいつもきれいな状態でご使用ください。 

• お手入れは、乾いた柔5かい巧（めがね拭きなど） 
で拭いてください。 

• お客様ご自身でドコモ miniUlM 力ードに登録された 
情報內容は、別にメモを取るなどして保管してくだ 
さるようお願いします。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

• 環境保全のため、不要になったドコモ miniUlM 力一 
ドは ドコモショップなど窓□にお持ちください。 

• にを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせ 
たりしないで < ださい。 

•データの消失、故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを落としたり、衝撃を与えた 
りしないで < ださい。 

■故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを曲げたり、重いものをのせ 
たりしないで < ださい。 

■故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードにラベルやシールなどを貼っ 
た状態で、本端末に取り付けないでください。 

-故障の原因となります。 


♦ Bluetooth 機能を使用ずる場合のお願 
し、 


• 本端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセ 
キュリティとして、团 uetooth 標準規格に準拠した 
セキュリティ機能に対応しておりまずび、設定内容 
などによってセキュ U ティび十分でない場合びあり 
ます。 Bluetooth 機能を使用した通信を行う際には 
ご注意ください。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時にデータや情報の 
漏洩び発生しましても、責任を負いかねますので、 
あ5かじめご了承ください。 

• 周波数帯について 

本端末の团 ue ね oth 機能び使用する周波数帯は次の 
とお0です。 


①③⑤ 

2.4FH1 


④ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備を表しま 
す。 

② FH :変調ち式び FH - SS で式であることを示しま 
す。 

⑤]:想定される与干渉距離び下であること 
を示します。 

® l — I — ] —2 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全 
帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避 
不可であることを意昧します。 

利用可能なチヤンネルは国により異なります。 

ご利用の国によっては团 ue ね oth の使用び制限され 
ている場合びあります。その国/地域の法規制など 
の条件を確認の上、ご利用 < ださい。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認くだ 
さい。 
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Bluetooth 機器使用上のを意事項 

本端末の使用周波数帯では、電子レンジなどの家 
電製品や産業-科学-医療用機器のほか、工場の 
製造ラインなどで使用される免許を要する移動体 
識別用構内無線局、免許を要しない特定ル電力無 
線局、アマチュア無線局など化ソ下「他の無線局」 

と略します）び運用されています。 

1. 本端末を使用する前に、近<で r 他の無線局」 

び運用されていないことを確認してください。 

2. 万び 一、 本端末と「他の無線局」との間に電波 
干渉び発生した場合には、速やかに使用場所を 
変えるか、「電源を切る」など電波干渉を避け 
て < ださい。 

3. その他、ご不明な点につさましては、本書巻末 
の r 総合お問い合わせ先」までお問い合わせく 
ださい。 

n n 

♦お線 LAN ( WLAN ) についてのお願い 

•無線 LAN ( WLAN ) は、電波を利用して情報のやり 
取りを行うため、電波の届く節囲であれば自由に 
LAN 接続できる利点びあります。その反面、セキュ 
リティの設定を行っていないときは、悪意ある第兰 
ちに通信內容を盗み見5れたり、不正に侵入されて 
しまう可能性がありまず。お客様の判断と責任にお 
いて、セキュリティの設定を行い、使用することを 
推奨します。 

• 無線 LAN について 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びていると 
ころや電磁波び発生しているところで使用しないで 
<ださい。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ< 
なったり、通信びでさなくなることびあります 
(特に電子レンジ使用時には影響を受けることびあ 
ります)。 

■テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因と 
なったり、テレビ画面び乱れることびあります。 

-近くに複数の無線 LAN アクセスポイントび存在し、 
同じチャンネルを使用していると、正しく検索で 
さない場合びあります。 
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• 周波数帯について 

WLAN 搭載機器び使用する周波数帯は、本端末本体 
の電池パック挿入部に記載されています。ラベルの 
見かたは次のとおりです。 

_©②_⑤® 

2.4DS/0F4 


⑥ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備を表しま 
す。 

② DS :変調で式び DS - SS 方式であることを示しま 
す。 

⑤ OF :変調で式び OFDM 方式であることを示しま 
す。 

® 4 :想定される与干渉距離び 40 m け下であること 
を示します。 

⑥ □□□: 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全 
帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避 
可能であることを意味します。 

本端末に内蔵の無線 LAN を已 .2/ 已 .3 GHz でご使用 

になる場合、電波法の定めにより屋外ではご利用に 

なれません。 

利用可能なチヤンネルは国により異なります。 

WLAN を海外で利用する場合は、その国の使用可能 

周波数、法規制などの条件を確認の上、ご利用くだ 

さい。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認くだ 

さい。 
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無線 LAN (WLAN) 使用上のま意事項 

本端末の無線 LAN ( WLAN ) 機能の使用周波数は 
2.4 GHz 帯、已 GHz 帯です。 2.4 GHz の周波数帯 
では、電子レンジなどの家電製品や産業-科学- 
医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ 
れている移動体識別用の構内無線局（免許を要す 
る無線局）および特定ル電力無線局（免許を要し 
ない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許を 
要する無線局）び運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用 
の構内無線局および特定ル電力無線局ならびに 
アマチュア無線局び運用されていないことを確 
認してください。 

2. 万び 一、 この機器から移動体識別用の構内無線 
局に対して有害な電波干渉の事例び発生した場 
合には、速やかに使用周波数を変更するかご利 
用を中断していただいた上で、本書巻末の「総 
合お問い合わせ先」までお問い合わせいただ 
さ、混信回避のための処置など（例えば、パー 
テイシヨンの設置など）についてご相談くださ 
い。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定ル電 
力無線局あるいはアマチュア無線局に巧して電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困りの 
ことび起をたとをは、本書巻末の r 総合お問い 
合わせ先」までお問い合わせください。 
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♦ FeliCaU —ダー/ライターについて 


•本端末の Fel に a リーダー/ライター機能は、無線局 
のを許を要しない微弱電波を使用していまず。 

•使用周波数は13.已 6MHZ 帯です。周囲で他のリー 
ダー/ライターをご使用の場合、 十分に離してお使 
いください。また、他の同一周波数帯を使用の無線 
局び近くにないことを確認してお使いください。 


♦ FM トランスミッタについて 


•本端末の FM トランスミッタ機能は、無線局の免許 
を要しない微弱電波を使用しています。 

• 使用周波数は 78.4 〜 89.6MHz 帯です。ご使用の 
際は、周囲の FM ラジオ使用ちへの影響を避けるた 
め、ご使用の地域の FM 放送局と重ならない周波数 
に設定してください。 

♦注意 


• 改造された端末は絶対に使用しないでください。改 
造した機器を使用した場合は電波法に抵触します。 

本端末は、電波法に基づ<特定無線設備の技術基準 
適合証明などを受けており、その証として「技適 
マーク接」び本端末の銘版シールに表示されており 
ます。 

本端末のネジを外して内部の改造を行った場合、技 
術基準適合証明などび無効となります。 

技術基準適合証明などび無効となった状態で使用す 
ると、電波法に抵触しますので、絶対に使用されな 
いよラにお願いいたします。 

• 自動車などを運転中の使用にはごを意ください。 
運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の巧 
象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持など、 
やむを得ない場合は対象外となります。 

• Fe り Ca リーダー/ライター機能は日本国内で使用し 
て < ださい。 

本端末の Fel に a U - ダー/ライター機能は日本国内 
での無線規格に準拠しています。 

海外でご使用になると罰せられることびあります。 

• FM トランスミッタは日本国内で使用してください。 
本端末の FM トランス三ッタは日本国内での無線規 
格に準拠し認定を取得しています。 

海外でご使用になると罰せられることびあります。 

• 基本ソフトウエアを不正に変更しないでください。 
ソフトウエアの改造とみなし故障修理をお断りする 
場合びあります。 
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防化/防塵性能 


T-02D は、か部接続端子/ステレオイヤホン端子 
キャップをしっかりと閉じ、リアカバーを確実に取り 
付けたが態で、 IPX 日※1、 IPX8※ 2 の防水性能、 

IP 已 X^ 3 の防塵性能を有しています。 

IPX 己とは、内径日. 3 mm の注水ノズルを使用し、 
約 3 m の距離から] 2. 已1_/分の水を最低3分間注 
水する条件であらゆるち向から噴流を当ててち、 
電話機としての機能を有することを意昧します。 
《2 T -02 D における IPX 8 とは、常温で水道水、かつ 
静水の水深].已 m の所に T -02 D を静かに沈め、約 
30分間放置後に取り出したときに電話機として 
の機能を有することを意昧します。（水中におい 
てカメラ機能は使用でさません。） 

《3 IP 已 X とは、保護度合いを指し、直径7已 Aim じ(下 
の塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を8時 
間入れてかくはんさせ、取り出したときに電話機 
の機能を有し、かつ安全を維持することを意昧し 
ます。 

❖ T -02 D び有する防水性能ででまること 

• 1時間の雨量び 20mm 程度の雨の中で、傘をささず 
に通話やワンセグ視聴びでさます。 

-手びミ需れているとさや端末に水滴びついていると 
さには、1」アカバーの取り付け/取り外し、外部 
接続端子/ステレオイヤホン端子キャップの開閉 
はしないでください。 

• 水深1.日 m のプールの中にミ尤めることができます。 

-水中で操作しないでください。 

■プールの水に浸けるときは、30分け内としてくだ 
さい。 

-プールの 水びかかったり、 プールの 水に浸けたり 
した場合は、所定のちま 卜 P 20) で洗い流して 
ください。 
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• お風呂場で使用できます。 

■湯船には浸けないでください。また、お湯の中で 
使用しないでください。故障の原因となります。 
万び 一、 湯船に落としてしまった場合には、すぐ 
に拾って所定の方法卜 P 21) で水抜きしてくだ 
さい。 

-温泉や石験、洗剤、入お剤の入った水には絶対に 
浸けないでください。 

万び 一、 水道水け外び付着してしまった場合は、 
所定の方法卜 P 20) で洗い流してください。 

-お風呂場では、温度は已で〜4己で、湿度は4已％ 
〜99%、使用時間は2時間!;(内の範囲でご使用く 
ださい。 

■急激な温度変化は結露の原因となります。寒いと 
ころから暖かいお風呂などに本端末を持ち込むと 
さは、本端末び常温になるまで待ってください。 

-蛇口やシャワーから水やお湯などをかけないで< 
ださい。 

♦防水/防塵性能を維持ずるために 


水や粉塵の侵入を防ぐために、必ず巧の点を守ってく 
ださい。 

• 常温の水道水け外の液体をかけたり、浸けたりしな 
いで < ださい。 

• 外部接続端子やステレオイヤホン端子を使用すると 
さには、次の図に示す S ゾに指を掛けてキャップを 
開けて < ださい。 










また、外部接続端子やステレオイヤホン端子使用後 
は次の図に示すち向にキャップを閉じ、ツメを押し 
込んでキヤップの浮さびないことを確認して < ださ 
い。 



• 1」アカバーの取り付けかたは、「電池パックの取り付 
け/取り外し」の「■取り付けかた」内で説明して 
います。一 P 2 已 

• U アカバーは浮さびないように確実に取り付け、外 
部接続端子/ステレオイヤホン端テキヤップはしっ 
かりと閉じてください。接触面に微細なゴ S (髪の 
毛]本、砂粒]つ、微細な繊維など）び挟まると、 
浸水の原因となります。 

• マイク（送話口）、受話□、スピーカーなどを綿棒や 
尖ったちのでつつかないでください。 

• 落下させないでください。傷の発生などにより防水 
/防塵性能の劣化を招くことびあります。 

•外部接続端子/ステレオイヤホン端モキヤップ 、 U 
アカノ（一裏面のゴムノ（ッキンは防水/防塵性能を維 
持する上で重要な役割を担っています。 U アカバー 
をねじるなどして変形させたり、ゴムパッキンをは 
びしたり傷つけたりしないでください。また、ゴ三 
び付着しないよラにしてください。 
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防水/防塵性能を維持するため、異常の有無に関 
わらず、2年に]回、部品の交換をおすすめしま 
す。部品の交換は端末をお預かりして有料にて承 
ります。ドコモ指定の故障取扱窓口にお持ちくだ 
さい。 
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♦ ご使用にあたってのミ主意事項 


巧のイラストで表すような行為は行わないでください。 



石厳/洗剤/入お剤 ブラシ/スポンジ 洗濯機で洗ラ 


をつける で洗ラ 



強すざる水流を ミ毎水につける 温まで使5 


当てる 

また、巧のま意事項を守って正しくお使いください。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能を有してい 
ません。付属の卓上ホルダに端末を差し込んだ状態 
でワンセグ視聴などをする場合、 AC アダプタを接続 
していない状態でも、お風呂場、シャワー室、台所、 
洗面所などの水周りでは使用しないでください。 

•規定卜 P 18) け上の強い水流（例えば、蛇□や 
シャワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの 
水流）を直接当てないでください。 T -02 D は IPX 已 
の防水性能を有していますび、内部に水び入り、感 
電や電池の腐食などの原因となります。 

•万び 一、 塩水や海水、清涼飲料水びかかったり、ミ尼 
や±などび付着したりした場合には、すぐに洗い流 
してください。乾燥して固まると、巧れび落ちにく 
くなり、傷や故障の原因となります。 

•熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドラ 
イヤーなど）を当てた D しないで< ださい。 

•本端末を水中で移動させたり、水面に日りさつけたり 
しないで < ださい。 

• 水道水やプールの水に浸けるときは、30分け内とし 
て < ださい。 

• プールで使用するとさは、その施設の規則を守って、 
使用してください。 

• 本端末は水に浮をません。 
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• 水滴び付着したまま放置しないでください。電源端 
子びショートしたり、寒冷地では凍結したりして、 
故障の原因となります。 

• マイク（送話口）、受話口、スピーカーに水滴を残さ 
ないでください。通話不良となる恐れびあります。 

• 温度-湿度センサー付近に水滴を残さないでくださ 
しん温度と湿度び正確に測定でさない恐れびありま 
す。 

• 1」アカバーび破損した場合は、1」アカバーを交換し 
てください。破損箇所から内部に水び入り、感電や 
電池の腐食などの故障の原因となります。 

• 外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップや U 
アカバーび開いている状態で水などの液体びかかつ 
た場合、内部に液体び入り、感電や故障の原因とな 
ります。そのまま使用せずに電源を切り、電池パッ 
クを外した状態でドコモ指定の故障取扱窓口へご連 
絡ください。 

• 外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップや1」 
アカバー裏面のゴムパッキンび傷ついたり、変形し 
たりした場合は、ドコモ指定の故障取扱窓口にてお 
取替えください。 


D - li 

実際の使用にあたって、すべての状況での動作を 
保証するちのではありません。また、調査の結果、 
お客様の取り扱いの不備による故障と判明した場 
合、保証の対象外となります。 

P - n 
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♦本端末の洗いかた 


外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップが開か 
ないように巧さえたまま、強くこす5ず水道水で手洗 
いして < ださい。 



シャワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの 
水流）を直接当てないでください。 

• U アカバーを確実に取り付けた状態で、外部接続端 
子/ステレオイヤホン端子キャップび開かないよラ 
に押さえたまま、強くこすらず常温の水道水で手洗 
いしてください。 

•ブラシやスポンジ、石験、洗剤などは使用しないで 
<ださい。 

•おや±び付着している場合は操作をせず、まず洗面 
器などに溜めた水道水の中で数回ゆすって巧れを落 
としてから、流水で洗い流してください。 

• 洗い流した後は表面を乾いた巧でよ<巧いて、次の 
ちまで水抜をを行った後、自然乾燥させてください。 












♦水巧をについて 


本端末を水に濡 5 すと、おき取れなかった水が後か 5 
漏れてくることびありますので、巧の手順で水巧きを 
行ってください。 

①本端末をしっかりと持ち、表面、裏面を乾いた清潔 
なななどでよく拭き取ってください。 



③本端末をしっかりと持ち、20回程度水滴び測ずな 
くなるまで振ってください。 



⑤マイク（送話口)、受話□、スピーカー、キー、巧 
電端子などの隙間に溜まった水は、乾いた清潔な巧 
などに本端末を10回程度振るように巧し当てて拭 
き取ってください。 



④ 本端末か 5 出てきた水分を乾いた清潔な巧などで十 
分に}式き取り、自然乾燥させてください。 

• 水を巧を取った後に本体内部に水滴び残っている 
場合は、水び染み出ることびあります。 

• 隙間に溜まった水を綿棒などで直接拭さ取らない 
でください。 

♦巧電のとをには 


充電時、および充電後には、必ず巧の点を確認してく 

ださい。 

• 充電時は、本端末び濡れていないか確認して<ださ 
し、本端末び濡れている状態では、絶対に充電しな 
いで < ださい。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能を有してい 
ません。 

• 本端末び濡れている場合や水に濡れた後に充電する 
場合は、よく水抜さをして乾いた清潔な巧などで水 
を巧さ取ってから、付属の卓上ホルダに差し込んだ 
り、外部接続端子キャップを開いたりしてください。 

• 外部接続端子キャップを開いて充電した場合には、 
充電後はしっかりとキャップを閉じてください。な 
お、外部接続端子からの浸水を防ぐため、卓上ホル 
ダを使用して充電することをおすすめします。 

•AC アダプタ、卓上ホルダは、お風呂場、シャワー 
室、台所、洗面所などの水周りや水のかかる場所で 
使用しないで<ださい。火災や感電の原因となりま 
す。 

• 濡れた手で AC アダプタ、卓上ホルダに触れないで 
ください。感電の原因となります。 
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各部の名祿と機能 
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〈各部の機能〉 

〇ステレオイヤホン端子 

《ステレオイヤホンのプラグを差し込むとイヤホン 
接続時マイク選択画面び表示されます。 

0夕楠狼続端子 (MHL (HDM 愼続）兼用） 

付属の AC アダプタ F 0 日などの接続 
《 HDMI ケーブル（市販品）を接続するには、 

HDMI 変換ケースレ L 0] 側売）または HDMI 
変換ケーブル SCO ] (別売）び必要です。 
包受話 □ 

〇インカメラ 
©近接センヴー 

通話中にタッチノ f ネルの誤動作を防ぐ 
《近接センサー部分に保護シートやシールなどを貼 
り付けると、誤動作する場合びあります。 

包 RG 己センヴー 

周囲の光の状態や明るさを検知して、ディスプレイ 
の色昧やバックライトの明るさを自動調節 
※ふさぐと、正しく検知されない場合びあります。 

©ディスプレイ（タッチパネル） 

包送話 □/ マイク 

※ご使用時にふさびないよラご注意ください。 

包お知らせ LED 
赤色点打：充電中 
緑色1回点打：電源オン 

※点打/点滅色は、設定やアプ1」ケーシヨンによつ 
て異なります。 

⑩ 温度•湿度センサー 

※ふさぐと、正しく検巧されない場合びあります。 

の TV/FM トランスミッタアンテナ 

《ワンセグ視聴/モノ（キャス視聴/ FM トランス 
S ッタ出力時に伸ばします。 

⑩ 赤夕'!'線ポート 
瓜カメラライト（フラッシュ） 

⑩アウトカメラ 
⑩ リアカバー 

※リアカバーを外して、電池パックを取り外すと、 

ドコモ miniUlM 力ードス□ットと microSD 力一 
ドス □ッ 卜びあります。 

※リアカバーの裏面には、防水/防塵のためのゴム 
パッキンびついています。 

⑩ 充電端子 


























































の スピーカー 

⑩ FOMA アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

⑩ LTE アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

⑩ GPS アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

ゆ团 uetooth/Wi-Fi アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

©。マーク 

にカードの搭載 

《。マークを読み取り機にかざしておサイフケー 
タイを利用できます。また、巧応するアプ U ケー 
シヨンをダウン□ー ドすると、に通信でデータ 
を送受信でさます。なお、にカードは取り外せ 
ません。 

运)指紋センヴー 

※指紋センサーは、指をスライドさせる、押す、の 
2通りの操作びあります。指紋センサーを巧す場 
合は、「カチッ」と音びするまで巧してください。 

ゆ背面マイク 

※通話時にノイズを抑えるために使用します。 

©ストラップホール 

〈キーの機能〉 

u メニューキ ー r^ 

押す：現在の画面で使用でさる設定などの表示 

0 ホームキー \と^ /一 

押す：ホーム画面に民る 
1秒け上押す：タスク管理 

H バックキ ー /っ I _ 

押す：直前の画面に戻る 

□ 電源キー回 

押す：ス U —プモードの設定/解除 
長 < 押す：電源を入れる/切る、再起動、公共モー 
ド、機内モード、マナーモードの設定/解除 

曰 音量キー日因 

巧す：各種機能の音量の調節 

因を]秒!;^上押す：マナーモードの設定/解除 


ドコモ miniUlM 力ード 


ドコモ miniUlM 力ードとは、電話番号などのお客様情 

報び記録されているにカードです。 

• 本端末ではドコモ miniUlM 力ードのみご利用できま 
す。ドコモ UIM カード、 FOMA カードをお持ちの場 
合には、ドコモショップ窓□にてお取り替えくださ 
い。 

• ドコモ miniUlM 力ードび本端末に取り付けられてい 
ないと、一部の機能を利用することびできません。 

• ドコモ miniUlM 力ードについて詳しくは、ドコモ 
miniUlM 力ードの取扱説明書をご覧ください。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/ 
取り外し 


•取り付け/取り外しは、本端末の電源を切り、 U ア 
カバーと電池パックを取り外してから行います。^ 
P 2 已 

■取り付けかた 

①ドコモ miniUlM 力ードのに面を下にして、ガイド 
の中に差し込む 

• 切り欠さの方向にご注意ください。 
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■取りがしかた 

① 指でロックを押しなび5 (〇)、ドコモ miniUlM 
力ードを0の方向に2〜 3 mm 引き出す 

② □ックか5指を離し、ドコモ miniUlM 力ードを軽く 
押さえなび50の方向へスライドさせる 

• このときドコモ miniUlM 力ードを下ち向に強く巧 
し付けないでください。 



microSD 力ード 


♦ microSD 力ードについて 


•本端末は、 2 G 日までの microSD 力ード、 32 GB ま 
での microSDHC 力ード、 32 GB までの SDHC 
UHS - I 力ードに対応しています （20] 2年7月現 
在)。ただし、市販されているすべての microSD 
力ード、 microSDHC 力ード、 SDHCUHS - I 力ード 
の動作を保証するちのではありません。対応の 
microSD 力ードは各 microSD 力ードメーカへお問 
い合わせください。 

• microSD カードのデータにアクセスしているとさ 
に、電源を切ったり衝撃を与えたりしないで<ださ 
し、データび壊れる恐れびあります。 
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♦ microSD カードの取り付け/取りが 


• お買い上げ時は、あらかじめ microSDHC 力ード 
(試供品）び取り付けられています。ご使用前に、 
microSDHC カードの取扱説明書ちご覧ください。 

•取り付け/取り外しは、本端末の電源を切り、リア 
カバーと電池パックを取り外してから行います。^ 
P 2 已 

■取り付けかた 

① microSD 力ードの金属端子面を下にして、図の向 
きで挿入□に□ックするまで差し込む 



■取りがしかた 

① microSD 力ードを軽く押し込んでか5離し、 
microSD カードをまっすぐ引さ出す 







電池パック 


♦電池パックの取り付け/取りかし 

•電池パックの取り付け/取り外しは、電源を切って 
から行ってください。 

• 1」アカバーの取り付け/取り外しは、本端末のディ 
スプレイなどび傷つかないよラ、手に持って行って 
<ださい。 

• 本端末び濡れているときは、水分をよく拭さとって 
から、リアカバーを取り外してください。 

• 本端末専用の電池パック F 2 已をご利用ください。 

■取り付けかた 

①リアカバー取りがし部に m をかけ、リアカバーをき 
直に持ち上げなび5取り外す 

• 防水/防塵性能を維持するため、1」アカバーは 
しっかりと取り付ける構造となっています。取り 
外しにくい場合は、力を入れて取り外してくださ 
い。 



③電池パックのラベルの矢巧面を上にして、電池パッ 
クの金属端子を本端末の金属端子に合わせて〇の方 
向に差し込みなびら、©の方向に取り付ける 



⑤リアカバーの向きを確認し、本体に合わせるように 
装着する 

® リアカバー裏のツメと本端末のミゾを合わせて 
▼自 B 分をしっかりと押して、完全に閉める 

• 防水/防塵性能を維持するために、浮いている箇 
所びないことを確認しなびら確実に取り付けてく 
ださい。 

防水/防塵性能」 
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■取りがしかた 

① 電池パックの取り付けの操作①を行う 

② 電池パックの取りかし用ツメをつまんで、矢巧の方 
向に持ち上げて取りかす 



巧電 


♦卓上ホルダ巧電の設定 


付属の卓上ホルダ F 38 を使って充電する場合は、本設 
定を必ず確認してから充電を行って<ださい。 

• 卓上ホルダを使わないで充電する場合は、本設定を 
変更する必要はありません。 

I ホーム画面で[本化設定]^[ネ刃期 
設定]^ [卓上ホルタ’充電]^巧電方法を選 
択 

急速充電： 付属の AC アダプタ F 0 目など、急速充 
電に対応した AC アダプタを接続して充電する場 
合に選択します。 

通常巧電： 急速充電に対応していない AC アダプタ 
を接続して充電する場合に選択します。 
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♦卓上ホルダを使って巧電 


付属の卓上ホルダ F 38 と AC アダプタ F 0 日を使って充 
電して < ださい。 

① microUS 己ケーブルの USB プラグを、 AC アダプタ 
の端子に差し込む 

③ microUSB ケーブルの microUSB プラグを、刻巧 
面を上にして卓上ホルダ裏側の端子へ水平に差し込 
む 

⑤ AC アダプタの電源プラグをコンセントに差し込む 
® 本端末を卓上ホルダに差し込み、お知5せ LED の点 

なを確認する 

• 充電中はお知らせ LED びホく点打し、充電び完了 
すると消なします。 

⑥ 充電が終わった5、本端末を卓上ホルダか5取りが 
し、 AC アダプタの電源プラグをコンセントか5巧 
< 

⑥ AC アダプタと卓上ホルダか 5 microUS 己ケーブル 
を巧く 


お知らせ LED 裏側に差し込む 















♦ AC アダプタを使って巧電 


付属の AC アダプタ F 0 目を使って充電します。 

① microUSB ケーブルの US 己プラグを、 AC アダプタ 
の端子に差し込む 

② 本端末の端子キャップを開け、 microUSB ケーブル 
の microUSB プラグを、刻印面を上にしてか部接 
続端子に水平に差し込む 

⑤ AC アダプタの電源プラグをコンセントに差し込む 

• 充電中はお知らせ LED び赤く点巧し、充電び完了 
すると消打します。 

④充電び終わった5、 AC アダプタの電源プラグをコ 
ンセントか5巧く 

⑥ AC アダプタと本端末から microUSB ケーブルを巧 
き、本端末の端子キャップを閉じる 



♦パソコンを使って巧電 


別売りの PC 接続用 USB ケーブル T 01 などで接続する 
と、本端末をパソコンから充電することびでさます。 

• パソコン上に八ードウエアの検索画面や実行する動 
作の選択画面などび表示されたら、「キャンセル」を 
選択してください。 


電源 ON/OFF 


♦電源を入れる 


I お知5せ LED が緑色に点灯して同時にバ 
イブレータが振動するまで回を巧し続け 
る (2 秒 1 U 上） 

起動画面に続いて誤操作防止用の□ック画面び表 
示されます。 

9 □ック画面で© 

•画面□ックの認証設定び無効の場合は、通ミ□パ 
ネルを表示でさます。 

■ 初めて電源を入れたとをは 

初期設定を行った後、ドコモサービスの初期設定を行 
います。それぞれ画面の案内に従って操作してくださ 
い。 

• ソフトウェア更新機能の確認画面び表示された場合 
は [0 K ] をタップします。 

♦電源を切る 


1 携帯電話オプションメニューが表示され 
るまで回を巧し続ける 

2 幅源を切る卜 [0 K ] 

バイブレータび振動して電源び切れます。 

再起動： [再起動] 
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基本操作 


♦タッチパネルの使いかた 


本端末はタッチノ（ネルを指で直接触れて操作します。 

❖タッチ/た?、ル利用上のごミ主意 

タッチノ（ネルは指で軽く触れるよラに設計されていま 
す。指で強く押したり、先の尖ったちの （ m / ボール 
ペン/ピンなど）を押し付けたりしないでください。 

• 次の場合はタッチパネルに触れても動作しないこと 
びあります。また、誤動作の原因となりますのでご 
を意ください。 

•手袋をしたままでの操作 
-爪の先での操作 

-異物を操作面に柔せたままでの操作 
-保護シートやシールなどを貼っての操作 
-タッチパネルび濡れたままでの操作 
-指び汗や水などで濡れた状態での操作 
-水中での操作 

❖タップ/ダブルタップ 


タップ： 画面に軽く触れてから離します。画面から指 
を離した時点で操作び有効になります。 

ダブルタップ： すばやく2回続けてタップします。 



28 ご使用前の確認と設定 


❖□ングタッチ 


画面に長<触れます。画面に指を触れたまま次の操作 
を行ラ場合ちあります。 

❖ドラッグ/スライド（スワイプ）/パン 

ドラッグ： 画面の項目やアイコンに指を触れたまま、 
任意の位置に動かします。 

スライド（スワイプ） ：画面に指を軽く触れたまま、目 
的のち向に動かします。 

•アプ U ケーシヨンによっては、数本の指を画面に触 
れたまま上下に動かしたり回転させたりして操作で 
をます。 

パン： 画面そのちのを任意ので向にドラッグして見た 
い部分を表示します。 




♦ミ♦ピンチ 


画面に2本の指で触れたまま、指の間隔を広げたり 
(ピンチアウト）、狭くしたり（ピンチイン）します。 

























❖フリック 

画面に触れた指をすばや<払います。 



♦ 織/横画面表示の切り替え 

向さや動さを検知するモーションセンサーによって、 
本端末を縦または横に傾けて、画面表示を切り替える 
ことびでさます。 

• 表示中の画面によっては、本端末の向さを変えてち 
画面表示び切り替わらない場合びあります。 

• 本端末を手に持ちなびら2回け上振ると、自動回転 
によって横向さに変わった画面を縦画面に戻して固 
疋します。 

♦スクリーンショット 


本端末に表示されている画面を画像として保存します。 
• 画面によっては画像を保存でさない場合びあります。 

1 回と因を同時に巧す （1 秒!^ソ上） 

通知パネルを開いてスク I 」ーンシヨットの通知を 
タップ、またはアプ U ケーシヨンメニューで 
[ギャラ U —] 一 [ Screenshots ] をタップする 
と、画像を確認でさます。 


初期設定 


本端末を使うために最初に設定び必要な項目をまとめ 

て設定でさます。 

• 各設定はいつでち変更でをます。 

I ホーム画面でこ^一 [本体設定]一[初期 
設赶 

2 各項目を設定 

自分か5だ設定： 自分からだ設定の基本情報やあ 
わせるボイス、ウオーキング/ Ex カウンタ利用 
の設定を行います。 

スライドインランチヤー： 画面の端から指をスラ 

イドさせてアプ U ケーシヨンを起動できる機能 
を設定します。 

画面□ックの認証設定： 画面□ックについて設定 
します。 

セキュリティ解除方法： セキュ U ティ□ックの解 
除ち法を設定します。 

壁紙： ホーム画面の壁紙を設定します。 

フオトスク U —ン： □ック画面の背景画像を設定 
します。 

かんたんお引越し： microSD 力ードを経由して 
FOMA 端末のデータを復元でさます。 

卓上ホルダ充電： 卓上ホルダで充電する際の充電 
方法を設定します。 

Goo 有 le アカウント： Goo 邑 le アカウントを設定し 
ます。 

• Google アカウントの初回設定時に[バックアッ 
プと復元]といラ画面び表示されます。本端末 
はこの機能に対応していないため、 [Goo 邑 le ア 
カウントでこの端末を常にバックアップする] 

にチェックを付けてち、データはバックアップ 
されません。 
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❖ その他の初期設定について 


初期設定の項目け外にち、必要に応じて、次の項目を 
設定してください。 

• E メールのアカウントの設定一 P 4 已 

• Wi - 円機能の設定一 P 40 

• アクセスポイント （ APN ) の設定一 P 39 


画面表お/アイコン 


♦ ステータスパーのアイコン 


ステータスバーに表示される通知アイコンとステータ 
スアイコンで様々な状態を確認でさます。 


通知アイコン ステータスアイコン 

ステータスバー 


■主な通知アイコン 

〇：新着 Gmail 
□:新着 E メール 
己：新着 SP モードメール 
曰：新着 SMS 
国：新着工 I 」アメール 

□ SMS の送信失敗 
回：同期トラスレ 

巧： Wi - Fi びオンで Wi - Fi ネットワークび利用可能 
回： Wi - Fi テヴ U ングび有効、 Wi-Fi Direct 利用中 

□ USB 接続中 

m USB テヴ U ングび有効 

回： Wi - Fi テヴ U ングと US 日テヴ U ングび有効 

田：通話中 

田：不在着信 

巧：通話保留中 

回：伝言メモあり 

B 留守番電話サービスの伝言メッセージ 
■/■:データのアップ□ード完了/ダウン□ード完 
了 

因： Google 円 ay などからのアプ U ケーシヨンびイン 
ストール元了 
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□ : Google 円 ay のアプ U ケーシヨンびアップデート 
可能 

巧：隠れた通知あり 

0: 3.已0イヤホン接続中（端末のマイクからの入力） 
囚： 3.已0イヤホン接続中（イヤホンマイクからの入 
力） 

回/回：ワンセグ受信中/録画中 
田： VPN 接続 

0/0/0ソフトウェア更新有/完了/継続不可 
因： NX ! エコ（タイマーエコモード設定 1) 

巧： NX ! エコ（タイマーエコモード設定 2) 

巧： NX ! エコ（電池残量エコモード） 

曰： NX ! エコ（今すぐエコモード） 

图：あわせるズームで画面拡大中 
回：戻ってシェイクで画面固定中 

□ GPS 測位中 

圆： FM トランス三ッタ ON 
国：競合により FM トランスミッタ OFF 
四：モバキャス受信中 
囚：モバキャス蓄積完了 
囚：音声コンテンツのバックグラウンド再生中 
B ： おまかせ□ック設定中 
因：本端末のメモ U の空を容量低下 
回：アプ U 電池診断履池を消耗しているアプ U を検 
出） 

■主な ステータスアイコン 

m 電波状態 

•通信中は ▲ (アップ□ード時） ▼ (ダウン□ード時) 
び表示されます。 

• 国際□一三ング中は左上に旧]び表示されます。 
B : 圏外 

B ： GPRS 使用可能 
a ： 3 G 使用可能 
■ : LTE 使用可能 
田：機内モード 
曰： Wi - F 聰続中 

□ : Bluetooth 機能オン 

□ : Bluetooth 機器接続中 

巧：おサイフケータイ□ック設定中 
El : 伝言メモ設定中 
M 伝言メモびいっぱい 












スピーカー フォンオン 
マイクミュート 
着信音量0 

ノ （イブ レーシヨ ンオン 
公共モード（ドライブモード） 

マナーモード（通常マナー ） 

マナーモード（サイレントマナー） 

マナーモード（アラーム ON マナー) 

マナーモード（才 U ジナルマナー） 

要充電 

電池残量び少ない 
電池残量十分 
充霞中 

持ってる間 ON で画面点打中 
かな入カモード 
英字入カモード 
数字入カモード 
手書を入カモード 

絵文字/顔文字/記号、定型文、文字コード入力 


文き入力 


ディスプレイに表示されるソフトウェアキーボードを 
使って、文字を入力します。 

• ここでは、主に NXIinput での入力方法について説明 
します。 

♦キーボードの使いかた 


テンキーキーボード、 QWERTY キーボード、手書き 

キーボードを使って文字を入力でさます。 

•各キーボードから、音声文字入力を起動することち 
でさます。 

• キーボードの設定の手書さ入力の設定で上書さ手書 
さ入力び有効に設定されているとさは、テンキー 
キーボード（ケータイ入力時）や QWERTY キー 
ボードび表示されている状態で手書さ入力びでさま 
す。お買い上げ時は上書さ手書さ入力び有効に設定 
されています。 


因田田园巧圆巧回回の囚 QD 回 巧凸巧曰回 


■テンキーキーボード 

携帯電話で一般的なキーボードです。入力ち式の設定 
により、ケータイ入力、ジェスチャー入力、フ U ック 
入力の3種類の入力ち式を使用でさます。 - P 33 



■ QWERTY キーボード 

□ーマ字入力で入力します。 



■ 手書をキーボード 

手書さで文字を入力でさます。 



絵文字/定型文/顔文字/ 

記号の入力 

B ： 上書さ手書さ入力の有効/無効 
•上書を手書を入力び有効のとをは、指のイラスト 
び水色で表示されます。 

• テンキーキーボードまたは QWERTY キーボード 
表示中にを□ングタッチーそのまま|>もにス 
ライドすると、全画面で上書を手書を入力びでさ 
ます。 

.キーボードの切り替え操作にち利用します。^ 
P 33 
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③ 


画：入カモードの切り替え煤字•数字 • か妨 
• 現在の入カモードび水色で表示されます。 

•下にスライドすると、全画面で上書さ手書を入力 
びでさます。 

D ： 音声文字入力の起動 

• 全画面で上書さ手書さ入力中に上にスライドする 
と、キーボードを表示します。 

〇:手書さキーボードからテンキーキーボード/ 
QWERTY キーボードに切り替え 


目 


直前に確定した文字を変換前の文字に戻す 
テンキーキーボードでの入力で、キーに割り 
当てられた文字を逆順に表示 
B ： カーソルを左に移動 
Q 英字入力時の大文字とル文字の切り替え 
• タップするたびに、大文字-►大文字固定-►ル文字 
に切り替わります。 

〇:パスワードマネージャーの引用、電話帳/ 
ATOK ダイレクトの引用、 NXIinput の設定、文 
字コードの入力、単語登録、定型文に切り替え 
• [定型文]は絵文字/絵文字 D び入力可能な場合 
に表示されます。 

.キーボードの非表示の操作にち利用します。^ 
P 32 

:キーボードの切り替え一 P 33 
1(□ングタッチ）：音声文字入力の起動 
カタカナ/数字/英数/年月曰（全角/半角） 
たどにを換 

B ： かな/全角カタカナ/半角カタカナ、英字の 
後変換候補から選択 

英数字入力と記号入カモードの切り替え 
• QWERTY キーボードの設定で数字キーを表示に 
設定した場合に表示されます。数字キーを非表示 
に設定した場合は、各キーを下にフ1」ックして 
キーに割り当てられている数字や記号を入力でさ 
ます。 


B O 

- 
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⑤ カーソルの左側の文字を削除/カーソ 

ルのち側の文字を削除 

■ソルをちに移動 
文字の変換/空白の入力 
_次の入力項目にカーソル移動/確定ま 
たは改行 

この他にち M など、機能び変化する場合びあり 
ます。 


ルの石側の: 
B ： 力ーン 


④手書さ入力領域：指で文字を書いて入力 

• 文字を入力すると、入力領域の上部に認識された 
文字び表示されます。 

•認識された文字をタップして、補正候補の文字の 
一覧から入れ替える文字を選択でさます。上から 
書を直すことちでさます。 



❖キーボードの表示/巧表示 


■ キーボードの表示 
] 文字入力欄を選択 

■キーボードの非表示（テンキーキーボードと 
QWERTY キーボード） 

1 〇をタップ^ガイドび表示された 5 その 
まま任意の方向にスライドー〇が> に 
切り替わつてから、再島早にスライドし 
て指を離す 

■ キーボードの非表示（手書をキーボード） 

1 / ご I 


















❖キーボードの切り替え 

■ テンキーキーボードと QWERTY キーボード 
1 テンキーキーボードまたは QWERTY 
キーボード表示中に0^キーボードの種 
類を選択 

■ 手書をキーボード 

1 テンキーキーボードまたは QWERTY 
キーボード表示中に0を□ングタッチー 
そのまま*にスライド 
テン キーキーボード または QWERTY キーボード 
に切り替え： 手書き キー ボード表示中に0 

❖テンキーキーボードの入力方式 

テンキーキーボードでは、次の3つの入力ち式を利用 
でさます。 

• キーボードの設定の「テンキーの設定」で入力ち式 
を選択して利用します。 

■ ケータイ入力 

入力したい文字び割り当てられているキーを、目的の 
文字び表示されるまで続けてタップします。 


■ジェスチャー入力 

入力したい文字び割り当てられているキーをタッチし 
たままにすると、キーの周りに文字（ジェスチャーガ 
イド）び表示されますので、指を離さず目的の文字ま 
でスライドします。 

• 濁音/半濁音/物音を入力するには、キーから指を 
離さず下に]回または2回スライドします。キーの 
周りに類音/半類音/物音のジェスチャーガイドび 
表示されますので、指を離さず目的の文字までスラ 
イドします。 



例： r ぱ」を入力する場合 


•英数字入カモードの場合は、キーをタッチした指を 
離さず下にスライドすると、大文字/ル文字を切り 
替えることびでをます。 

■ フリック入力 

入力したい文字び割り当てられているキーをタッチし 
たままにすると、キーの上に文字（フ U ックガイド） 
び表示されます。指を離さず目的の文字の方向にフ 
U ックします。 

.類音/半類音/物音を入力するには、フ1」ックした 
あと1’^を]回または2回タップします。 
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ホーム画面 


ホーム画面はアプリケーションを使用するためのス 
夕ート画面です。厂 ST / を巧していつでち呼び出すこ 
とがでさます。 



①ステータスバ ー- ►PSO 

ステータスバーを 下ち向にドラッグすると、通知パ 
ネルび表示されます。 

(2) インジケータ 

ホーム画面の現在位置を示します。 

⑤カスタマイズエリア 

ショートカット、ウイジェット、フオルダなどを配 
置でをます。 

® ドック 

ホーム画面に表示されます。 

•/巧知らせ 

-ホーム画面で1~^^ [本体設定]をタップして、設 
定メニューを表示でさまず。 
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♦ ホーム画面のカスタマイズ 


ホーム画面に巧みのアプ I 」ケーシヨンのシヨートカッ 
卜やウイジェットなどを自由に配置でさます。 

I 左ちにフリックしてカスタマイズする 
ホーム画面を表示ーカスタマイズエリア 
の空き領域を□ングタッチ 

9 [シヨートカット]/[ウイジェット]/ 
[フォルタ’]/[グルース^必要に応じて 
項目の選択や設定を行ラ 

•項目を□ングタッチしてドラッグすると、位置 
を変更でをます。 

•ウイジェットによっては、□ングタッチしてヴ 
イズを変更することびでをます。 

• フォルダを□ングタッチして[名称変更]を 
タップすると、フォルダ名を変更でをます。 

❖ ショートカツトなどの削除 


] 左ちにフリック^てカスタマイズする 
ホーム画面を表示 


9 削除するショートカットなどを□ング 
タッチ^悄リ除] 

• □ングタッチした後、画面下の@までドラッグ 
してち削除でさます。 

♦をせかえ/壁紙の'変更 

1 カスタマイズエリアの空き領域を□ング 
タッチ 

9 [きせかえ]/陛紙]/陛紙ループ設赶 
^項目の選択や設定を行ラ 












アプリケーション画面 


アプリケーシヨンメニユーを呼び出し、登録されてい 
るアプリケーシヨンを起動したり、本端末の設定を変 
要したりでさます。 


♦アプリケーションメニューの表示 


ホーム 画面で己 



①アプリー覧/おすすめアプリ切り替えタブ 

③グループ 

⑤グルー プ内アプリ ケーション 

® グループ內アプリケーションの数 

• 新着アプ1」ケーションのアイコンには田び表示 
されます。 

•アプ1」ケーションによっては、アイコンに未読 
件数び表示されます。 

グループ內アプリケーションの表示/非表示： グ 
ループ名をタップ 

全グループ巧アプリケーションの表示/非表示： 
ピンチアウト/イン 

ホーム画面へ追力日： アプリケーションまたはグ 
ループを□ングタッチー[ホームへ追力 0] 

アプリー覧 / おずずめアプリの切り替え： [アプ 
IJ ] / [おずずめ] 


♦ アプリケーションメニューの管理_ 

I アプリケーションメニュー表示中に目的 
の操作を巧ラ 

アプリケーションのアンインス I -ール： アプリ 
ケーションを□ングタッチー[アンインス! 

ル] 一 [ OK ] 一 [ OK ] 

並べ替え： アプリケーションまたはグループを □ 
ングタッチー移動巧へドラッグ 
•アプ U ケーションを□ングタッチした後、[移 
動]を選択してち移動でをます。 

グループの追加： [グループ追力のーグ 
ループ名を入力一 [ OK ] 

• 最大日0件のグループを設定でさます。 

グループ名の編集： グループを□ングタッチー 
[名称変更]ーグループ名を入力一 [ OK ] 
グループのラベル変更： グループを□ングタッチ 
一[ラベル変更]ーラベルを選択 
グループの削除： グループを□ングタッチー悄 IJ 
晩 ^ [ OK ] 

表示お式の切り替え： こ量^一 [リスト形式]/ 
[タイルお式] 

ホームアプリの情報確認： こ量^一 [アプリケー 
ション I 肩き民] 

検索： [検索] 

• 端末内のアプ U ケーシヨンや Web 上の情報を検 
索します。 
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電話 


電話をかける 


1 アプリケーシヨンメニューで[電話]一[夕’ 
ィャル] 

•ホーム画面で^^ [ダイヤル]をタップしてち、 
電話をかけられます。 

2 電話番号を入力一^ 

• 訂正する場合は の をタップします。 

3 通話が終了した5[終了] 

♦緊急通報 


• 本端末は、「緊急通報位置通知」に対応しておりま 
す。 ]] 〇番、]]9番、 ]] 8番などの緊急通報をか 
けた場合、発信場所の情報（位置情報）び自動的に 
警察機関などの緊急通報受理機関に通知されます。 
お客様の発信場所や電波の受信状況により、緊急通 
報受理機関び正確な位置を確認でさないことびあり 
ます。位置情報を通知した場合には、通報した緊急 
通報受理機関の名称び表示されます。 

なお、「184」を付加してダイヤルするなど、通話 
ごとに非通知とした場合は、位置情報と電話番号は 
通知されませんび、緊急通報受理機関び人命の保護 
などの事由から、必要であると判断した場合は、お 
客様の設定によらず、機関側び位置情報と電話番号 
を取得することびあります。 

また、「緊急通報位置通ミ日」の導入地域/導入時期に 
ついては、各緊急通報受理機関の準備状況により異 
なります。 


]ら 電話 


• 本端末から ]] 〇番、1 ] 9番、] ] 8番通報の際は、 
携帯電話からかけていることと、警察-消防機関側 
から確認などの電話をする場合びあるため、電話ま 
号を伝え、明確に現在地を伝えてください。また、 
通報は途中で通話び切れないよラに移動せず通報し、 
通報後はすぐに電源を切らず、] 0分程度は着信ので 
きる状態にしておいてください。 

• かけた地域によ0、管轄の消防署-警察署に接続さ 
れない場合びあります。 

I アプリケーシヨンメニユーで[電話]一[夕’ 
イヤル]^緊急通報番号を入力 

警察への通報：110 
消防.救急への通報 :119 
海上での通報：118 



•/巧知らせ 

• 日本国内ではドコモ miniUlM カードを取り付けてい 
ない場合、 PIN コードの入力画面、円 N コード□ッ 
ク • PUK □ック中には緊急通報110番、119番、 

118番に発信でさません。 

• 海外で110番、119番、118番を発信ずると緊急 
呼通話中画面び表示される場合びありますび、通常発 
信されています。 








電話を受ける 


1 電話びかかってくる 

因因：着信音、バイブレータの動作を止める 

2 [操作開始]^[通話] 

着信拒否： 距否] 

クイック 返信： こ^一 [クイック 返信] 

応答保留： 団一[応答保留] 

伝言 メモ 録音 :1 ••■巧ホタップ 

3 通話が終了した5[終了] 

•/巧知らせ 

•録音した伝言メモを再生するには、アプリケーション 
メニューで[電話][通話設定]^ [伝言 
メモ]^ [伝言メモ U スト]^再生したい伝言メモを 
選択しまず。 


通話中の操作 


通話中画面では巧の操作びできます。 



①名前や電話番号 
③通話時間 

⑤ はっきりボイスの ON / OFF※l 
® あわせるボイスの ON/OFF 

⑥ ゆっくりボイスの 0 N /0 FF※l 

⑥はっきりボイス/ぴったりボイスのが態表示 
③別の相手に電話をかける※2 
® 通話を終了 

感ダイヤル入力のダイヤルパッドを表示※1 


プッシュ信号 （ DTMFI ン）を送信します。 

⑩通話を一時保留※1 
⑩マイクをオフ（消音）^1 

自分の声び相手に聞こえないよラにします。 

⑩ スピーカー フォンをオン^1 

相手の声をスピーカーから流して、八ンズフ U —で 
通話します。 

ちラー度タップするとタップ前の状態に戻りま 
す。 

《2キャッチホンのご契約び必要です。 


♦通話音量 


• 通話中 U (外は通話音量を調節することはでをません。 

] 通話中に巴因 


電話 









本巧設定 



ホーム画面で[本体設定]を選択して表示さ 

れる設定メニューか5、各種設定を行います。 

■ プ□フイール 

マイプ□フイール： お客様の電話番号や[マイプ □ 
フイール]に登録したご自身の情報を表示します。 

初期設定： 本端末を使ラために最初に設定び必要な項 
目をまとめて設定でさます。 

■無線とネットワーク 

Wi-Fi : Wi-Fi ネットワークと Wi-Fi の詳細設定などを行 
います。 

Wi-Fi 簡単登録： 簡単な操作で無線 LAN アクセスポイ 
ントに接続でをます。 

Bluetooth : Bluetooth 機能の設定を行います。 

FM トランスミッタ： FM トランスミッタの設定を行い 
ます。 

データ使用： LTE /3 G/GSM ネットワークの利用 
や、パケット通信でのデータ量の設定などを行いま 
す。 

その他： 機内モードやテヴ U ングなどの設定を行いま 
す。 


■端末 

通話設定： ドコモのネットワークサービスやインター 
ネット通話などの設定を行います。 

音•振動： 公共 モードやマナーモード、 バイ ブレー 
シヨン、着信音などの設定を行います。 

ディスプレイ： 画面の明るさやフオント、プライバ 
シービューなどの設定を行います。 

マルチメディア： 動画（ワンセグや YouTube など） 

と、静止画（ギャラリー）の画質補正などを設定し 
ます。 

ストレージ： 空さ容量表示や microSD カードのデータ 
消去などを行います。 

電池： 電池残量や電池使用量などを表示します。 
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NX ! エコ： 画面の明るさや各種機能を調整して消費電 
力を抑えます。 

アプ U ケーション： アプ U ケーションに関する設定を 
行います。 

■ ュー ザー設定 

ドコモサービス： ドコモの提供するアプ U の設定や、 
アプ U 利用状況提供機能の設定などを行います。 

アカウントと同期： アカウントや同期に関する設定を 
行います。 

位置情報サービス： 現在地情報の設定や GPS 機能など 
の使用について設定します。 

セキュリティ： 画面□ックやパスワード、プライバ 
シーモードなどの設定を行います。 

自分からだ設定： 基本情報を入力し、歩数/活動量計 
測アプ U の設定を斤います。 

スライドインランチャー： 画面の端から指をスライド 
させると、表示されたランチャー（アプ U ケーショ 
ンやショートカットの一覧）からアプ IJ ケーション 
を起動でをるように設定します。 

言語と入力： 使用言語やキーボードの設定、テキスト 
読み上げの設定などを行います。 

バックアップと U セット： データの初期化などを行い 
ます。 


■ システム 

日付と時刻： 日付や時刻に関する設定を行います。 
ユーヴー補助： ユーヴー操作を補助する設定を行いま 
す。 

開発者向けオプション： USB デバッグや擬似□ケー 
シヨン、ユーヴーインターフエース、アプ U ケー 
ションなどのソフトウエア開発者用機能の設定を行 
います。 

端末情報： 本端末の各種情報を表示します。 





無線とネットワーク 


♦アクセスポイント （ APN ) の設定 

インターネットに接続するためのアクセスポイント 
(SP モード、 moperaU ) はあらかじめ登録されてお 
り、必要に応じて追加、変更することちでさます。 

• お買い上げ時には、通常使ラ接続先として SP モード 
び設定されています。 

•テヴ U ングを有効にしているときは、アクセスポイ 
ントの設定はでさません。 

❖アクセスポイントの追力 n (新しい 
APN ) 


• MCC を440、 MNC を] 0け外に変更しないでくだ 
さい。画面上に表示されなくなります。 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[その 
他]一[モバイルネットワーク]一[アクセ 
スポイント名] 


2 I = \ 一惭しし、 APN ] 

3 [名前]ーネットワークプ□ファイル名を 
入力^のの 

4 [ APN ] ーアクセスポイント名を入力一 
[ OK ] 

5 その他、通信事業者によって要求されてい 
る頂目を入力^[~^^[保巧] 


•/ 巧知らせ 

• MCC 、 MNC の設定を変更してアクセスポイント名 
画面に表示されなくなった場合は、初期設定に U セツ 
卜するか、持斤しい APN ] で再度アクセスポイントの 
設定を行ってください。 


❖アクセスポイントの初期化 


アクセスポイントを初期化すると、お買い上げ時の状 
態に戻ります。 

1 ホーム画面で I = \ -*•[本体設定]-*•[その 
他]一[モバイルネットワーク]一[アクセ 
スポイント名] 

2 I = \ 一[ネ刃期設定にリセット] 

•/巧知らせ 

- APN の一覧画面でアクセスポイントを選択しこ量^ 
-[APN を削除]をタップして、アクセスポイント 
を1件ずつ削除することちでさます。 

❖sp モード 


SP モードは NTT ドコモのスマートフオン向け ISP で 
す。インターネット接続に加え、 i モードと同じメー 
ルアドレス (@ docomo . ne . jp ) を使ったメールサー 
ビスなどびご利用いただけます。 

• SP モードはお申し込みび必要な有料サービスです。 
SP モードの詳細については、ドコモのホームページ 
をご覧ください。 

❖ mopera U の設定 


mopera U は NTT ドコモの ISP です 。 mopera U にお 
申し込みいただいたお客様は、簡単な設定でインター 
ネットをご利用いただけます。 

• mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。 

1 ホーム画面で I = \ -*•[本体設定]-*•[その 
他]一[モバイルネットワーク]一[アクセ 
スポイント名] 

2 [mopera U]/[mopera U 設定] 


本体設定 3 g 


















•/巧知らせ 

• [mopera U 設定]は 、 mopera U 設定用アクセスポ 
イントです 。 mopera U 設定用アクセスポイントをご 
利用いただ<と、パケット通信料びかかりません。な 
お、初期設定画面および設定変更画面!;!外には接続で 
さないのでご注意<ださい 。 mopera U 設定の詳細に 
ついては 、 mopera U のホームページをご覧くださ 
い。 

♦ Wi-Fi 


本端末の Wi-Fi 機能を利用して、自宅や社内ネットワー 

ク、 公衆無線 LAN サービスの無線 LAN アクセスポイ 

ントに接続して、メールやインターネットを利用でさ 

ます。 

無線 LAN アクセスポイントに接続するには、接続情報 

を設定する必要びあります。 

今 Wi - 円を ON にしてネットワークに接続 

] ホーム画面で[本体設定] 

2 [ Wi - Fi ] をに N ] 

• 通知パネルの設定スイッチでち ON/OFF を設 
定でさます。 

3 [ Wi - Fi ] 一 Wi - 円ネットワークを選択 

• セキュ U ティで保護された Wi-Fi ネットワークを 
選択した場合、パスワード（セキュ U ティキー） 
を入力し、[接続]をタップします。 

• Wi-Fi ネットワークを選択後、接続を選択する画 
面び表示される場合びあります。 

•/巧知らせ 

• Wi-Fi 機能び ON のときをパケット通信を利用できま 
す。ただし Wi- 円ネットワーク接続中は、 Wi- 円び優 
先されまず。 Wi- 円ネットワークび切断されると、自 
動的に LTE/3G/GSM ネットワークでの接続に切 
り替わりまず。切り曽わったままでご利用になる場合 
は、パケット通信料び発生しまずのでごま意<ださ 
い。 
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-アクセスポイントを選択して接続ずるとさに誤ったパ 
スワード（セキュ U ティキー）を入力した場合、[プ 
ライべートな IP アドレスび割り当て日れました。接 
続び制限されています。]と表示されます。パスワー 
ド（セキュ U ティキー）をご確認ください。なお、正 
しいパスワード（セキュ1」ティキー）を入力してち 
[プライベートな IP アドレスび割り当てられました。 
接続び制限されています。]と表示されるとさは、正 
しい IP アドレスを取得でさていない場合びあります。 
電波が況をご確認の上、接続し直してください。 

-次のドコモサービスや機能を Wi - Fi を経由して利用す 
る場合には、あ5かじめ Wi - Fi オプションパスワード 
の設定び必要です。設定ずるには、ホーム画面で 

一 [本体設定]一[ドコモサービス] 一 [ wi - 
刊で [ Wi - 円オプションパスワード]をタップして 
操作して < ださい。 

- SP モードメール、パーソナルエリア 、 docomo 
Application Manager 、 ド]モバックアップアプ 
1」、 i チヤネル、 i コンシェル 

❖ Wi - Fi ネットワークの追力 n 


ネットワーク SSID やセキュ U ティを入力して、手動 
で Wi- 円ネットワークを追加します。 

• あらかじめ Wi-Fi を ON にしてください。 

1 ホーム画面で I = \ -* •[本体設定]-* • [ Wi - 
■円] 

2 [ネットワークを追加] 

3 追加する Wi-Fi ネットワークのネットワー 
ク SSID を入力ーセキュリティを選択 

•セキュリティは[なし] [ WEP ] [ WPA / 
WPA 2 PSK ] [802.1 XEAP ] び設定可能で 
す。 

4 必要に応じて追加のセキュリティ情報を 
入力^[保巧] 











❖ Wi - 円ネットワークの切断_ 

1 ホーム画面で一 [本体設定] 一 [ Wi - 
■ Fi ] 


9 接続している Wi - Fi ネットワークを選択一 
[切断] 

•/巧知らせ 

• Wi - 円を OFF にして Wi - Fi ネットワークを切断した場 
合、次回 Wi - Fi の ON 時に接続巧能な Wi - Fi ネットワー 
クびあるとさは、 自動的に接続されます。 

♦ Wi - Fi ネットワークの簡単営録 


AOSStm または WPS に対応した無線 LAN アクセスポ 

イントを利用して接続する場合は、簡単な操作で接続 

でさます。 

I ホーム画面で一 [本体設定] 一 [ Wi - 
Fi 簡単登録] 

2 登録方式を選択 

AOSStm 方式： [ AOSS 方式]ーアクセスポイン 
卜側で AOSStm ボタンを巧ず 
WPS 方式： [ WPS 方式]一[プッシュボタン方 
式]/ [ PIN 入力方式 （8 巧)]/ [ PIN 入力ち 
式 （4 巧)]^アクセスポイント側で操作 
• プッシュボタンち式の場合は、アクセスポイン 
卜側で専用ボタンを巧します。 PIN 入力ち式の 
場合は、本端末に表示された円 N コードをアク 
セスポイント側で入力後、 [0 K ] をタップしま 
す。 

•/巧知らせ 

•無線 LAN アクセスポイントによっては、 AOSStm 方 
式での接続びでさない場合びありまず。接続でさない 
場合は WPS ち式または手動で接続してください。 

• 無線 LAN アクセスポイント側のセキュ U ティび WEP 
に設定されている場合は、 WPS 方式で接続でさませ 
Hjo 

• AOSStm 方式は 2.4 GHz のみに対応しています。 


♦テザリング 


テヴリングとは、スマートフオンなどのモバイル機器 
をモデムとして使用することにより、 USB ケーブルや 
Wi - 円で接続した外部接続機器を、インターネットに接 
続できるようにする機能です。 

• テヴ U ングを有効にした状態では、インターネット 
接続-メールサービスけ外の SP モードの機能をご利 
用になれません。 

• テヴ U ングを利用してインターネットに接続した場 
合、ご利用の環境によっては Wi - F 閒応機器のブラウ 
ヴやゲームなどのアプリケーションび正常に動作し 
ない場合びあります。 

❖ USB テザリング 


本端末を別売りの PC 接続用 USB ケーブル TO 1でパソ 

コンと接続し、モデムとして利用することでインター 

ネットに接続でさます。 

] 本端末とパソコンを USB ケープルで接続 

9 ホーム画面で一 [本体設定]一[その 
他]^[テザリング] 

3 [ USB テザリング]にチェック 

• Windows XP パソコンをお使いの場合は USB 
テヴ U ングを OF 円こせずに、パソコンから USB 
ケーブルを取り外してください。 

4 注意事項の詳細を確認して [ OK ] 

•/巧知らせ 

- USB テヴ U ングに必要なパソコンの動作環境は次の 
とおりです。なお、 0 S のアップグレードや追加•変 
要した環境での動作は保証いたしかねます。 

- Windows XP (Service Pack 31^降 ）、 Windows 
Vista、Windows 7 

• Windows XP パソコンで USB テヴ U ングを行うに 
は、パソコン側に専用ドライバをインス I -ールずる必 
要びあります。専用ドライバのダウン□ー ドについて 
は、次のサイトをご覧ください。 
http :// www . fmworld . net / product / phone / usb / 
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❖ Wi - Fi テザリング 


本端末を Wi-Fi アクセスポイントとして利用すること 
で、 Wi-Fi 対応機器をインターネットに接続できます。 
• Wi-Fi 対応機器を8台まで同時接続できます。 

•テヴリングは、 2.4 GHz のみに対応しています。日 
本国内では]〜] 3チャンネル、国外では！〜]] 
チヤンネルの周波数帯を利用でをます。 

❖ Wi - Fi テザリングの設定 


Wi-Fi テヴ U ングを ON にして、接続の設定を行いま 
す。 

• お買い上げ時の状態では、セキュリティには 
[ WPA / WPA 2 PSK ] t )\ [パスワード]にはラン 
ダムな値び設定されています。必要に応じてセキュ 
U ティの設定を行ってください。 

I ホーム画面で一 [本体設定]一[その 
他]^[テザリング] 

2 [ Wi - Fi テザリング]にチェック 

• 通知パネルの設定スイッチでち ON/OFF を設 
定でさます。 

3 注意事項の詳細を確認して [0 K ] 

4 [ネットワーク SSID ] ーネットワーク 
SSID を入力 

• お買い上げ時には、 rT -02 D_APJ び設定され 
ています。 

• 登録済みの設定を変更する場合は、 [ Wi-Fi アク 
セスポイントを設定]を選択すると設定画面び 
表示されます。 


5 [セキュリティ]ーセキュリティを選択 

•セキュリティは [ Open ] [ WEP 64] 
[ WEP 128] [ WPAPSKTKIP ] [WPA PSK 
AES ] [ WPA 2 PSK AES ] [ WPA / WPA 2 
PSK ] び設定可能です。 


A [パスワード]ーパスワードを入力一[保 
口を] 
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く ♦ Wi - Fi 巧応機器の簡単登録 


AOSSTM または WPS に対応した Wi- 円対応機器を登録 
します。 

• あらかじめ Wi-Fi テヴリングを ON にしてください。 

1 ホーム画面で I = \ -*•[本体設定]-*•[その 
個^ [テザリング]^ [ Wi -円簡単登録] 


2 登録方式を選択 

AOSSTM 方式： [AOSS 方胡 一 Wi-Fi 巧応機器側 
で AOSStm ボタンを巧す 

WPS 方式： [WPS 方式]一[プッシュボタン方 
式]/ [PIN 入力方式]一各種操作一登録画面 
で [0K] 

• プッシュボタンち式の場合は、 Wi-Fi 対応機器側 
で専用ボタンを押します。円 N 入力ち式の場合 
は、 Wi-Fi 対応機器に表示された円 N コードを入 
力後、 [0K] をタップします。 

•/巧知らせ 

- AOSStm 登録機器数び最大件数の 24 件を超えると、 
ちい登録データの削除確認画面び表示されます。新た 
な機器で AOSStm 接続を利用する場合は[はしリを 
タップしてください。 

• AOSStm 設定を解除ずるには、 [Wi- 円アクセスポイ 
ントを設定]画面で [AOSS 解除]をタップします。 

• Wi-Fi 対応機器によっては、 AOSStm ち式での接続び 
でさない場合びあります。接続でさない場合は WPS 
方式または手動で接続してください。 

• AOSStm 方式は 2.4GHz のみに対応しています。 









□ック/セキュリティ 


♦ 本端末で利用する暗証番号 

本端末を便利にお使いいただくための各種機能には、 
暗証番号び必要なちのびあります。本端末を□ックす 
るためのパスワードやネットワークサービスでお使い 
になるネットワーク暗証番号などびあります。用途ご 
とに上手に使い分けて、本端末を活用してください。 
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各種暗証番号に関するご注意 

•設定する暗証番号は「生年月曰」、「電話番号の 
一部」、「所在地番号や部屋番号」、「1]]]」、 
「1234」などの他人にわかりやすい番号はお避 
けください。また、設定した暗証番号はメモを 
取るなどしてお忘れにならないよラお気をつけ 
ください。 

• 暗証番号は、他人に知られないよラに十分ご注 
意ください。万び一暗証番号び他人に悪用され 
た場合、その損害については、当社は一切の責 
任を負いかねます。 

•各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者 
ご本人であることび確認でをる書類（運転免許 
証など）や本端末、ドコモ miniUlM 力ードをド 
コモショップ窓口までご持参いただく必要びあ 
ります。詳細は本書巻末の r 総合お問い合わせ 
先」までご相談ください。 

• 円 N □ック解除コード （ PUK ) は、ドコモ 
ショップでご契約時におミ度しする契約申込書 
(お客様控え）に記載されています。ドコモ 
ショップけ外でご契約されたお客様は、契約者 
ご本人であることび確認でをる書類（運転免許 
証など）とドコモ miniUlM 力ードをドコモ 
ショップ窓口までご持参いただくか、本書巻末 
の r 総合お問い合わせ先」までご相談ください。 
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❖ネットワーク暗証番号 


ドコモショップまたはドコモインフオメーションセン 
ターでのごを文受付時に契約者ご本人を確認させてい 
ただく際や各種ネットワークサービスご利用時などに 
必要な数字4巧の番号です。ご契約時に任意の番号を 
設定いたださますび、お客様ご自身で番号を変更でさ 
ます。 

パソコン向け総合ヴポートサイト 「My docomo 」 の 
rdocomolD / パスワード」をお持ちのちは、パソコ 
ンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続さび 
でさます。なお d メニューからは、 d メニュー--「お客 
様ヴポートへ」^ r 各種お申込-お手続さ」からお客 
様ご自身で変更びでさます。 

《 「My docomo 」 「お客様ヴポート」については、本 
書巻末の]つ前のページ（アプ U ケーションの「取 
扱説明書」では、「付録」の「マナーちいっしょに 
携帯しましよラ」）をご覧ください。 

❖ PIN コード 


ドコモ miniUlM 力ードには、円 N コードという暗証番 
号を設定でさます。ご契約時は「0000」に設定され 
ていますび、お客様ご自身で番号を変更でさます。 

PIN コードは、第兰者による本端末の無断使用を防ぐ 
ため、ドコモ miniUlM カードを取り付ける、または本 
端末の電源を入れるたびに使用者を認識するために入 ■ 

力する4〜8做)番号口-ド）です。 PIN コ-ドを ^ 
入力することにより、発着信および端末操作びでさま 
す。 

• 別の端末で利用していたドコモ miniUlM カードを差 
し替えてお使いになる場合は、け前にお客様び設定 
された円 N コードをご利用ください。設定を変更さ 
れていない場合は「0000」となります。 

• PIN コードの入力を3回連続して間違えると、円 N 
コードび□ックされて使えなくなります。この場合 
は、 「 PIN □ック解除コード」で□ックを解除してく 
ださい。□ックを解除しないと新しい円 N コードは 
設定でをません。 

• ドコモ miniUlM 力ードび□ックされた場合は、ドコ 
モ miniUlM カードを取り外すとホーム画面び表示さ 
れ、 Wi - Fi 機能で通信びでさます。 
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❖ PIN ロック解除コード （ PUK ) 

円 N □ック解除コードは、円 N コードび□ックされた 
状態を解除するための日がのま号です。なお、円 N 
□ック解除コードはお客様ご自身では変更でをません。 

• PIN □ック解除コードの入力を] 0回連続して間違え 
ると、ドコモ miniUlM 力ードび□ックされます。そ 
の場合は、ドコモショップ窓口にお問い合わせくだ 
さい。 

• ドコモ miniUlM 力ードび□ックされた場合は、ドコ 
モ miniUlM カードを取り外すとホーム画面び表示さ 
れ、 Wi - Fi 機能で通信びでをます。 

♦ PIN コードの設定 


❖ SIM 力ード□ックの設定 


電源を入れたとさに PIN コードを入力するよラに設定 
します。 

1 ホーム画面でに量]\一 [本体設定]一[セ 
キュリテイ]一に IM 力ード□ック設定] 


9 に IM 力ードを□ック] 一 PIN コードを入 
カイ 0 K ] 


•/巧知らせ 

•初めて円 N コードを入力ずる場合は、「0000」を入 
力してください。 

❖ PIN □ックの解除 

円 N コードび□ックされた場合は、□ックを解除して 
から新しい円 N コードを設定します。 

1 PUK コード欄に PIN □ック解除コードを 
I 入力 

9 新しい PIN コード欄に新しい PIN コード 
を入力^[01<] 
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メール/ウェブブラウザ 


sp モードメール 


i モードのメールアドレス (@ docomo . ne . jp ) を利 
用して、メールの送受信をします。 

絵文字、デコメール®の使用が可能で、自動受信にも 
対応しています。 

• SP モードメールの詳細については、『ご利用ガイド 
ブック （ SP モード編)』をご覧ください。 

I アプリケーシヨンメニューで [ SP モード 
メール] 

け降は画面の指示に従って操作します。 


SMS 


携帯電話番号を宛先にして、最大全ち70文字（半ち 
英数字のみの場合は最大1巨0文字）の文字メッセージ 
を送受信します。 

♦SMS を作巧して 送信 


I アプリケーションメニューで[メッセー 
ジい国 

2 [了〇]^携帯電話番号を入力 

3 [メッセージを入力]ーメッセージを入力 


E メール 


mopera U や一般のプ□バイダび提供するメールアカ 
ウントを設定して、 E メールを利用します。 

♦一船プ□バイダのメールアカウントの 
設定 

• あらかじめご利用のサービスプ□バイダから設定に 
必要な情報を入手して < ださい。 

] アプリケーシヨンメニューで[メール] 

9 [メールアドレス]ーメールアドレスを入 
カー[パスワード]ーパスワードを入力一 
[巧へ] 

降は画面の指示に従って操作します。 

♦ E メールを作巧して送信 

1 アプリケーシヨンメニューで[メール] 
•複数のメールアカウントびある場合は、画面上 
部のアカウントをタップして切り替えます。 

2 口+ 

3 [ To ] ーアドレスを入力 

• Cc や日 CC を追加する場合は、一 [ Cc / 

日 CC を追加]をタップします。 

4 [件名]一件名を入力 

C [メールを作成します]ーメッセージを入 
力 

• ファイルを添付する場合は、 I 三い [ファイ 
ルを添付]^ファィルを選択します。 

い 
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♦ E メールの 受信/表巧 


1 アプリケーシヨンメニューで[メール] 
•複数のメールアカウントびある場合は、画面上 
部のアカウントをタップして切り替えます。 
[統合ビュー]をタップすると、すべてのメール 
アカウントの E メールび混在した受信トレイび 
表示されます。各メールアカウントは E メール 
のち側にあるカラーバーで区別されます。 

2 受信トレイを更新するにはご 
3 E メー ルを選択 


Gmail 


Gmail は、 Google のオンライン E メールヴービスで 
す。本端末の Gmail を使用して、 E メールの送受信び 
行えます。 

♦ Gmail を開ぐ 


1 アプリケーシヨンメニューで [ Gmail ] 

受信トレイにメッセージスレッドの一覧び表示さ 
れます。 

ぐ Gmail の更新 

1 受信トレイでこ 

本端末の Gmail と Web サイトの Gmail を同期させ 
て、受信トレイを更新します。 

• Gmail の詳細については、次の操作でモバイル 
ヘルプをご覧ください。 

Gmail の受信トレイで I 三\ 一 [ヘルプ] 
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緊急速報 r エリアメール J 


気象厅か5配信される緊急地震速報などを受信するこ 
とびでさるサービスです。 

• エ I 」アメールはお申し込み不要の無料サービスです。 
• 最大日0件保をでをます。 

•電源び入っていない、機内モード中、国際□ーミン 
グ中、円 N コード入力画面表示中などは受信でさま 
せん。また、本端末のメモ U 容量び少ないとさは受 
信に失敗することびあります。 

• 受信でをなかったエ U アメールを後で受信すること 
はでをません。 

♦緊急速報 r エリアメール J を受信した 
とまは 


エ1」アメールを受信すると、専用ブヴー音または専用 
着信音び鳴りステータスバーに通知アイコンび表示さ 
れ、内容表示画面び表示されます。 

• ブヴー音または着信音は最大音量で鳴動します。変 
要はでさません。 

• お買い上げ時は、マナーモード中でち鳴動します。 
鳴動しないよラに設定でをます。 - P 47 

♦受信したエリアメールの表示_ 

I アプリケーションメニューで[エリアメー 
ル]ーエリアメールを選択 











♦緊急速報 r エリアメール J 設定 


1 アプリケーションメニューで[エリアメー 
ル ]- H = \ 一 [設定] 

2 各項目を設定 

受信設定： エリアメールを受信するかを設定しま 
す。 

着信音： 着信音の鳴動時間とマナーモード時の着 
信音の動作を設定します。 

受信画面および着信音確認： 緊急地震速報、津波 
警報、災害•避難情報のエ1」アメールを受信し 
たとさの受信画面と着信音を確認します。 

その他の設定： 緊急地震速報、津波警報、災害- 
避難情報外に受信するエ U アメールを新規登 
録/編集/削除します。 


ブラウザ 


ブラウザを利用して、パソコンと同じように Web サイ 
卜を閲覧できまず。 

本端末では、パケット通信または Wi - Fi による接続でブ 
ラウザを利用でさます。 


♦ Web サイト表示中の画面操作 


■ Web ページを縦表示/横表示に切り替え 

本端末を縦または横に持ち替えて、縦/横画面表示を 
切り替えます。 


■ Web ぺージの拡大/縮ル 

次の方法で拡大/縮ノ」\します。 

ピンチアウト/ピンチイン： 拡大/縮ルします。 
ダブルタップ： 拡大します。 

•拡大前の表示に戻す場合は、再度ダブルタップしま 
す。 


ズームコント□ール： 画面をフ U ックしてズームコン 
卜□ールを表示します。!_をで拡大し、眉^_ I で縮 
ルします。 

• 現在表示している Web ページのお縮率を、次に 
Web ページを開いたときに引継ぐことびできます。 
Web ページを拡大/縮ルした時などに表示されるア 
イコンをタップして、引継ぎの有効ノ）/無効 
(が与） を切り替えます。 

■画面のスクロール/パン 

画面を上下/左ちにスク□ールまたは全ち向にパンし 
て見たい部分を表示します。 

♦ ブラウザを起動して Web サイトを表 
巧 


1 アプリケーションメニューで[ブラウザ] 

ホームぺージ設定に設定しているホームぺージび 
表示されます。 

2 画面を下にスライドーアドレスバーに 
URL / キーワードを入力 

3 [ Go ]/ キーワードの候補を選択 

♦巧読み機能 

表示中の Web サイトの U ンク先ページを専用キャッ 
シュに読み込みます。 

あらかじめ読み込んでおくと、 U ンク先をタップした 
際、回線状況に関わらず素早く U ンク先のページを表 
示することびでさます。 

• U ンク先のページによっては、本機能び利用できな 
い場合びあります。 

1 Web サイトを表示中に画面を下にスライ 
ド^画面上部の画|^[はい] 

先読み中はステータスバーに通知アイコンび表示 
されます。 

• [先読み]とタップしてち操作でさま 

す。 

•先読み中に通知パネルを開いて[先読み中]を 
タップすると、先読みを中断します。 
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トラブルシユーテイング 
( FAQ ) 


♦ K 障かな？と思った S 


•まず初めに、ソフトウェアを更新する必要びあるか 
をチェックして、必要な場合にはソフトウェアを要 
新してください。一 P 已3 

• 気になる症状のチェック項目を確認してち症状び改 
善されないとさは、本書巻末の「故障お問い合わせ 
先」または、ドコモ指定の故障取扱窓口までお気軽 
にご相談ください。 

■ 電源*充電 

•本端末の電源が入らない 

-電池パックび正しく取り付けられていますか。^ 
P 2 已 

• 電池切れになっていませんか。 

•巧電びでをない 

-電池パックび正しく取り付けられていますか。^ 
P 2 已 

. アダプタの電源プラグや シガー ライタープラグび 
コンセントまたはシガーライターソケットに正し 
く差し込まれていますか。 

-付属の AC アダプタ F 0 日をご使用の場合、 
micraUS 日ケーブルのプラグび本端末および AC 
アダプタと正しく接続されていますか。 - P 27 

. 付属の卓上ぶルダを使用する場合、本端末の充電 
端テは巧れていませんか。巧れたとさは、端テ部 
分を乾いた綿棒などでおいてください。 

-別売りの PC 接続用 US 己ケーブル TO 1をご使用 
の場合、パソコンの電源び入っていますか。 
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-充電しなびら通話や通信、その他機能の操作を長 
時間行うと、本端末の溫度び上昇してお知らせ 
LED (赤色）び消える場合びあります。温度び 
高い状態では安全のために充電を停止しているた 
め、ご使用後に本端末の温度び下びってから再度 
充電を斤ってください。 

-溫度の低い場所では充電び開始されない場合びあ 
ります。端末の電源を入れた状態にしてから充電 
してください。電源び入っている状態でち充電で 
さない場合や、端末の電源び入らない場合には、 
溫度の低い場所を避けて充電してください。 

■ 端末操作 

•電源断-再起動び起さる 

電池パックの端テび巧れていると接触び悪 < なり、 
電源び切れることびあります。巧れたとさは、電池 
パックの端テを乾いた綿棒などでおいてください。 


• ボタンを押しても動作しない 

ス U —プモードになっていませんか。回または 
を巧して解除してください。 

•電池の使用時間び短い 

-圏外の状態で長時間放置されるようなことはあり 
ませんか。圏外時は通信可能な状態にでさるよう 
電波を探すため、より多くの電力を消費していま 
す。 

-電池パックの使用時間は、使用環境や劣化度によ 
り異なります。 

-電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごと 
に、 ] 回で使える時間び次第に短くなっていさま 
す。十分に充電してち購入時に比べて使用時間び 
極端に短くなった場合は、指定の電池パックをお 
買いホめください。 

• ドコモ miniUlM 力ードが認識されない 

ドコモ miniUlM 力ードを正しい向さで挿入してい 
ますか。一 P 23 

•操作中•巧電中に熱くなる 

操作中や充電中、充電しなびら電話やワンセグ視聴 
などを長時間行った場合などには、本端末や電池 
パック、アダプタび温かくなることびありますび、 
安全上問題ありませんので、そのままご使用くださ 
し、。 







•端末び熱くなり、電源び切れる 

複数のアプリケーションの起動、カメラの使用やイ 
ンターネット接続などを長時間行った場合など、本 
端末の温度び高い状態び続< 場合は、充電や機能び 
停止したり、画面の明るさを調整したりすることび 
あります。また、やけどを防ぐため本端末の電源び 
切れることびあります。 

•時計びずれる 

長い間、電源を入れた状態にしていると時計びずれ 
る場合びあります。曰付と時刻の[曰付と時刻の自 
動設定]にチェックび付いていることを確認し、電 
波のよい所で電源を入れ直してください。 

•端末動作び不安定 

ご購入後に端末へインス I -ールしたアプ1」ケーショ 
ンにより不安定になっている可能性びあります。 
セーフモード（ご購入時に近い状態で起動させる機 
能）で起動して症状び改善される場合には、インス 
トールしたアプリケーションをアンインス I -ールす 
ることで症状び改善される場合びあります。 

次の方法でセーフモードを起動してください。 
電源を切った状態で回を2秒!; Lb 巧し、 REGZA の 
□ゴび表示された時点からぶーム画面び表示される 
までの間、こ量^を巧し続けてください。セーフ 
モードび起動されるとぶーム画面左下に[セーフ 
モード]と表示されます。セーフモードを終了させ 
るには、電源を入れ直してください。 
※事前に必要なデータをバックアップしてからセーフ 
モードをご利用ください。 

《お客様ご自身で作成されたウィジェットび消える場 
合びあります。 

※セーフモードは通常の起動状態ではありません。通 
常ご利用になる場合にはセーフモードを終了し、ご 
利用 < ださい。 


■通話 

•通話びできない（場所を移動しても圍がの表示が 

消えない、電波のげ態は悪くないのに発信または 

着信びでをない） 

-ドコモ miniUlM 力ードを取り付け直してくださ 
し、。一 P 23 

-電池パックを取り付け直してください。一 P 2 已 

-電源を入れ直してください。一 P 27 

-電波の性質により圏外ではなく、電波状態アイコ 
ンび4本表示されている状態でち、発信や着信び 
でさない場合びあります。場所を移動してかけ直 
して < ださい。 

. ネットワークの種類を変更していませんか。 

-電波の混み具合により、多くの人び集まる場所で 
は電話やメールび混み合い、つなびりにくい場合 
びあります。その場合は[しばらくお待ちくださ 
し、]と表示され、話中音び流れます。場所を移動 
するか、時間をずらしてかけ直してください。 

■カメラ 

•カメラで撮影した静止画や動画がぼやける 

-カメラのレンズにくちりや巧れび付着していない 
かを確認してください。 

-シーン別撮影の[自動シーン認識]を利用してく 
ださい。 

-次の機能を利用してもピントを合わせることびで 
さます。 

- A 巧ード 
-追跡フォーカス 
-タッチオートフォーカス 

•近くの被写体を撮影するとさは AF モードを[接 
写]に切り替えてください。 


■おサイフケータイ 


•おサイフケータイび使えない 

-電池パックを取り外すと、おサイフケータイ 
□ックの設定に関わらずおサイフケータイの機能 
び利用でさな<なります。 

-おサイフケータイ□ック設定を起動していませ 
んか。 

-本端末の好)マークびある位置を読み取り機にか 
ざしていますか。 
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♦エラーメッセージ 


•しばらくお待ちください 

-音声回線/パケット通信設備び故障、または音声 
回線ネットワーク/パケット通信ネットワークび 
非常に混み合っています。しばらくたってから操 
作し直してください。 

-110ま、11日ま、 ]] 8まには電話をかけること 
びでさます。ただし、状況によりつなびらない場 
合びあります。 

•しばらくお待ちください（パケット） 

パケット通信設備び故障、またはパケット通信ネッ 
トワークび非常に混み合っています。しばらくたっ 
てから操作し直してください。 

•指紋センサーが起動でをません。 

指紋センサーび正常に動作でさない場合に表示され 
ます。指紋センサーび利用でさなくなった場合は、 
お近くのドコモショップなど窓口までお問い合わせ 
<ださい。 

•電池残量びありません。シャットダウンしまず。 

電池残量びありません。充電して<ださい。^ 
P 26 

• PIN コードが正しくありません。残り回数 ：X 

正しくない PIN コードを入力すると表示されます。 
正しい PIN コードを入力してください。一 P 44 

• PIN コードを入力 

PIN コードを有効にしているとさに電源を入れると 
表示されます。正しい PIN コードを入力してくださ 
し、。一 P 44 

• SIM カードび挿入されていません 

ド コモ miniUlM カー ドび正しく挿入されていない 
場合に表示されます。ド コモ miniUlM 力ードび正 
しく挿入されているか確認してください。なお、ド 
コモ miniUlM 力ードび正しく挿入されていない場 
合、日本国内では、緊急通報 （110 ま、ま、 
]]8ま）を含め電話発信でさません。 
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• SIM card 異常 

このカードは認識できません。再起動しまず。ド 
コモ UIM 力ードの DMA 力ード）の金属部分の';ち 
れは再起動の原因となりまず。金属部分は定期的 
な清掃をお勧めしまず。清掃には乾いた綿棒を使 
用して < ださい。 

ドコモ miniUlM 力ードの金属部分び巧れている場 
合に表示されることびありますび故障ではありませ 
ん。ドコモ miniUlM 力ードの金属部分は定期的に 
清掃してください。 


スマートフオンあんしん遠隔ヴ 
ポ—卜 


お客様の端末上の画面をドコモと共有することで、端 
末操作設定に関する操作ヴポートを受けることができ 
ます。 

• ドコモ miniUlM 力ード未挿入時、国際□-ミング 
中、機内モードなどではご利用できません。 

• スマートフオンあんしん遠睛ヴポートはお申し込み 
び必要な有料サービスです。 

• 一部ヴポート対象外の操作-設定びあります。 

• スマー h フオンあんしん遠隔ヴポートの詳細につい 
ては、ドコモのホームページをご確認ください。 

I スマートフオン遠隔ヴポートセンター 
函0120 -783-3 曰0 
受付時間:午前9:00〜午後 8:00( 年中無 
休） 

へ電話 

9 アプリケーシヨンメニユーで[遠隔ヴポー 
卜] 

•初めてご利用される際には、「ソフトウェア使用 
許諾書」に同意いただく必要びあります。 

3 ドコモか5ご案内する接続番号を入力 

4 接続後、遠隔ヴポートを開始 






本端末のネリ期化 


本端末をお買い上げ時の状態に戻します。本端末にお 
客様びインストールしたアプリケーションや登録した 
データは、一部を除きすベて削除されます。 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[バッ 
クアップとリセット]^[データの初期化] 
^[携帯端末をリセット] 

• セキュ U ティ解除ち法び設定されているとさは、 
認証操作び必要です。 

2 [すべて消去] 

1」セットび完了してしばらくたつと、本端末び再 
起動します。 

•初期化中に電源を切ったり、電池パックを取り 
外したりしないでください。 

•/巧知らせ 

• タッチパネル操作び正しく動作しない場合などは、量 
源を入れ直して < ださい。 


保証とア フターヴー ビス 


❖保証について 


• 本端末をお買い上げいただくと、保証書び付いてい 
ますので、必ずお受け取りください。記載内容およ 
び『販売店名-お買い上げ曰』などの記載事項をお 
確かめの上、大切に保管してください。必要事項び 
記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただ 
いた販売店へお申しつけください。無料保証期間は、 
お買い上げ曰より]年間です。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品 
の全部または一部を変更することびありますので、 
あらかじめご了承ください。 

• 本端末の故障-修理やその他お取り扱いによって電 
話帳などに登録された内容び変化-消失する場合び 
あります。万び一に備え電話帳などの内容はご自身 
で控えをお取りくださるよラお願いします。 

※本端末は、電話帳などのデータを microSD カード 
に保をしていただくことびでをます。 

※本端末は ケー タイデータお預かり サービス （お申し 
込みび必要なヴービス）をご利用いただくことによ 
り、電話帳などのデータをお預かりセンターにバッ 
クアップしていただ<ことびでさます。 

❖アフターヴービスについて 


■ 調子が悪い場合は 

修理を依頼される前に、本書の「故障かな？と思った 
ら」をご覧になってお調べください卜 P 48)。 それ 
でち調子びよくないとさは、本書巻末の「故障お問い 
合わせ先」にご連絡の上、ご相談ください。 

■ お問い含わせの結果、修理が必要な場合 

ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いたださます。た 
だし、故障取扱窓口の営業時間内の受付となります。 
また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。な 
お、故障の状態によっては修理に日数びかかる場合び 
ございますので、あらかじめご了承ください。 
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■ 保証期間内は 

• 保証書の規定に基づさ無料で修理を行います。 

• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ち<ださ 
し、保証期間内であってち保証書の提示びないちの、 
お客様のお取り扱い不良（ディスプレイ-コネクタ 
などの破損）にぶる故障-損傷などは有料修理とな 
ります。 

• ドコモの指定!;^外の機器および消耗品の使用に起因 
する故障は、保証期間内であってち有料修理となり 
ます。 


■ 次の場合は、修理でをないことびありまず。 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露-汗などによる 
腐食び発見された場合や、内部の基板び破損-変形 
していた場合（外部接続端子-ステレオイヤホン端 
テ-ディスプレイなどの破損や匡体亀裂の場合にお 
いてち修理びでさない可能性びあります） 

※修理を実施でさる場合でち保証対象外になりますの 
で有料修理となります。 

■ 保証期間が過ざたときは 

ご要望により有料修理いたします。 

■ 部品の保有期間は 

本端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要 
な部品）の最低保有期間は、製造打ち切り後目年間を 
基本としております。ただし、故障箇所によっては修 
理部品の不足などにより修理びでさない場合ちござい 
ますので、あらかじめご了承ください。また、保有期 
間び経過した後ち、故障箇所によっては修理可能なこ 
とびありますので、本書巻末の「故障お問い合わせ先」 
へお問い合わせください。 
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■ お願い 

• 本端末および付属品の改造はおやめください。 

-火災-けび-故障の原因となります。 

-改造び施された機器などの故障修理は、改造部分 
を元の状態に戻すことをご了承いただいた上でお 
受けいたします。ただし、改造の内容によっては 
故障修理をお断りする場合びあります。 

• 次のよラな場合は改造とみなされる場合びあります。 
-ディスプレイ部やボタン部にシールなどを貼る 
-接着剤などによ0本端末に装飾を施す 
-外装などをドコモ純正品外のちのに交換するな 
ど 

• 改造び原因による故障-損傷の場合は、保証期間内 
であってち有料修理となります。 

• 本端末に貼付されている銘版シールは、はびさない 
でください。銘版シールには、技術基準を満たす証 
明書の役割びあり、銘版シールび故意にはびされた 
り、貼り替えられた場合など、銘版シールの内容び 
確認でをないとさは、技術基準適合の判断びでさな 
いため、故障修理をお受けでさない場合びあります 
のでご注意願います。 

• 各種機能の設定などの情報は、本端末の故障-修理 
やその他お取り扱いによってク U ア（1」セット）さ 
れる場合びあります。お手数をおかけしますび、そ 
の場合は再度設定してくださるよラお願いいたしま 
す。 

•修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 Wi - 
円用の MAC アドレスおよび日 lue ね oth アドレスび 
変更される場合びあります。 

• 本端末の受話口部やスピーカーなどに磁気を発生す 
る部品を使用しています。キャッシュカードなど、 
磁気の影響を受けやすいちのを近づけるとカードび 
使えなくなることびありますので、ご注意ください。 

• 本端末は防水性能を有しておりますび、本端末内部 
び濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電 
源を切って電池パックを外し、お早めに故障取扱窓 
口へご来店ください。ただし本端末の状態によって 
修理でさないことびあります。 



メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウン 
□-ド情報などについて 

本端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様 
び作成されたデータまたは外部から取り込まれた 
データあるいはダウン□ー ドされたデータなどび 
変化、消失などする場合びあります。これらにつ 
いて当社は一切の責任を負いません。また、当社 
の都合によりお客様の端末を代替品と交換するこ 
とにより修理に代えさせていただく場合びありま 
すび、その際にはこれらのデータなどは一部を除 
さ交換後の製品に移し替えることはでさません。 

P - q 



T-02D のソフトウェア更新び必要かをネットワークに 
接続して確認し、必要に応じて更新ファイルをダウン 
□-ドして、ソフトウェアを更新する機能です。 
ソフトウェア更新が必要な場合には、ドコモのホーム 
ぺージでご案内いたします。 

✓お知6せ- 

-ソフトウェア更新は、本端末に登録した電話帳、カメ 
ラ画像、メール、ダウン□ー ドデータなどのデータを 
残したまま行えまずび、お客様の端末の状態（故障、 
破損、水;'需れなど）によってはデータの保護びでさな 
い場合びあります。必要なデータはバックアップを 
取っていただ<ことをおすすめします。ただし、ダウ 
ン□ー ドデータなどノ（ックアップび取れないデータび 
ありまずので、あらかじめご了を<ださい。 


♦ご利用にあたって 


• ソフトウェア更新中は電池パックを外さないでくだ 
さい。更新に失敗することびあります。 

•ソフトウェア更新を行う際は、電池をフル充電して 
おいて<ださい。更新時は充電ケーブルを接続する 
ことをおすすめします。 

• 次の場合はソフトウェアを更新でをません。 

-獨舌中 

-圏外び表示されているとさ^ 

-国際□一 S ング中※ 

-機内モード中& 

- 0 S バージョンアップ中 
-曰付と時刻を正しく設定していないとさ 
-ソフトウェア更新に必要な電池残量びないとさ 
-ソフトウェア更新に必要なメモ1」空さ容量びない 
とさ 

※圏外、国際□-ミング中は、 Wi - Fi 接続中であっ 
てち更新でさません。 

• ソフトウェア更新（ダウン□-ド、書を換え）には 
時間びかかる場合びあります。 

• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通 
信機能およびその他の機能を利用できません。ただ 
し、ダウン□ー ド中は電話の着信は巧能です。 

• ソフトウェア更新は電波状態のよい所で、移動せず 
に実施することをおすすめします。電波状態び悪い 
場合には、ソフトウェア更新を中断することびあり 
ます。 

•ソフトウェア更新び不要な場合は、[更新の必要はあ 
りません。このままお使いください]と表示されま 
す。 

•国際□ーミング中、または圏外にいるときは[ドコ 
モの電波び受信でをない場所、または□一三ング中 
は Wi - Fi 接続中であってもダウン□ー ドを開始できま 
せん]または[ドコモの電波び受信でさない場所、 
または□ーミング中は Wi - Fi 接続中であっても書換え 
処理を開始できません]と表示されます。 Wi - Fi 接続 
中ち同様です。 

• ソフトウェア更新中に送信されてをた SMS は、 

SMS センターに保管されます。 
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• ソフトウェア更新の際、お客様の T -02 D 固有の情報 
(機種や製造番号など）び、当社のソフトウェア更新 
用ヴーノ（一に送信されます。当社は送信された情報 
を、ソフトウェア更新け外の目的には利用いたしま 
せん。 

• ソフトウェア更新に失敗した場合に、端末び起動し 
なくなることや、[ソフトウェア更新に失敗しまし 
た。]と表示され、一切の操作びでさな<なることび 
あります。その場合には、大変お手数ですびドコモ 
指定の故障取扱窓口までお越しいたださますよラお 
願いいたします。 

• PIN コードび設定されているときは、書き換え処理 
後の再起動の途中で PIN コード入力画面び表示され、 
PIN コードを入力する必要びあります。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプ U ケーシヨンを起 
動しないで < ださい。 

♦ソフトウェアの即時更新 


1 ホーム画面で[本化設定]^ [端末 
情報]^ [ ソフトウェア更新]^ [更新を開 
始する]^[はぃ] 

•ソフトウェア更新の必要びないとさには、[更新 
の必要はありません。このままお使いください] 
と表示されます。 

2 [ソフトウェア更新を開始します。他のソ 
フトはご利用にな5ないでください]と表 
示され、約10秒後に自動的に書き換え開 
始 

•更新中は、すべてのボタン操作び無効となり、 
更新を中止することびでさません。 
•ソフトウェア更新び完了すると、自動的に再起 
動び行われ、ホーム画面び表示されます。 
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携帯電話機の比吸収率 ( SAR ) 


この機種 T -02 D の携帯電話機は、国び定めた電波の人 
体吸収に関する技術基準および電波防護の国際ガイド 
ラインに適合しています。 

この携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収に関す 
る技術基準^^ならびに、これと同等な国際ガイドライ 
ンび推奨する電波防護の許容値を遵守するぶラ設計さ 
れています。この国際ガイドラインは世界保健機関 
( WHO ) と協力関係にある国際非電離放射線防護委員 
会（に N 旧 P ) び定めたちのであり、その許容値は使 
用者の年齢や健康状況に関係な<十分な安全率を含ん 
でいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許 
容値を人体頭部に吸収される電波の平均エネルギー量 
を表す比吸収率 （SAR : Specific Absorption Rate ) 
で定めており、携帯電話機に対する SAR の許容値は 
2.0 W / k 旨です。この携帯電話機の側頭部における 
SAR の最大値は0.日日日 W / k 旨です。個々の製品によっ 
て SAR に多少の差異び生じることちありますび、いず 
れち許容値を満足しています。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低 
限の送信電力になるよラ設計されているため、実際に 
通話している状態では、通常 SA 刊まよりルさい値とな 
ります。一般的には、基地局からの距離び近いほど、 
携帯電話機の出力はルさくなります。 

この携帯電話機は、側頭部外の位置でち使用可能で 
す。 NTT ドコモ推奨のキヤ U ングケース等のアクセヴ 
リを用いて携帯電話機を身体に装着して使用すること 
で、この携帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを 
満足します^ 2 。 NTT ドコモ推奨のキヤ U ングケース 
等のアクセサリをご使用にならない場合には、身体か 
ら1.日センチけ上の距離に携帯電話機を固定でき、金 
属部分の含まれていない製品をご使用ください。 
世界保健機関は、『携帯電話び潜在的な健康 U スクをち 
たらすかどラかを評価するために、これまで20年じ （ 
上にわたって多数の研究び行われてきました。今日ま 
で、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる 
健康影響ち確立されていません。』と表明しています。 







さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保 
健機関のホームページをご参照ください。 
http://www.who.int/docstore/peh-emf/ 
publications/facts_p「ess/fact」apanese.htm 
SA 刊こついて、さらに詳しい情報をお知りになりたい 
ちは、次のホームページをご参照ください。 

総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/ 
index.htm 

一般社団法人電波産業会のホームページ 
http://www.arib-emf.or 邑 /index02.html 
ドコモのホームページ 

http://www.nttdocomo.co.jp/product/sar/ 

富±通のホームページ 

http://www.fmworld.net/product/phone/sar/ 

《 ] 技術基準については、電波法関連省令（無線設備 
規則第14菜の 2) で規定されています。 

《2携帯電話機本体を側頭部け外でご使用になる場合 
の SAR の測定法については、平成22年3月に国 
際規格 （IEC 目2209 -2) び制定されました。国 
の技術基準については、平成23年10月に、諮問 
第]] 8号に関して情報通信審議会情報通信技術 
分科会より一部答申されています。 

♦ Declaration of Conformity 


D - li 

The product "T-02D" is declared to conform 
with the essential requirements of European 
Union Directive 1999/ 已 /EC Radio and 
Telecommunications Terminal Equipment 
Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2. The 
Declaration of Conformity can be found on 
http://www.fmworlcl.net/procluct/phone/ 
doc/. 

p - q 


This mobile phone complies with the EU 
requirements for exposure to radio waves. 

Your mobile phone is a radio transceiver, 
designed and manufactured not to exceed the 
SAR* ** *** limits ' for exposure to radio-frequency(RF) 
energy, which SAR* value, when tested for 
compliance against the standard was 0 .已 74W/ 
kg for HEAD, 0.433 W/k 邑 for BODY. While there 
may be differences between the SAR* levels of 
various phones and at various positions, th ey all 
meet the EU requirements for RF ex posure. 


* The exposure standard for mobile phones 
employs a unit of measurement known as 
the Specific Absorption Rate, or SAR. 

** The SAR limit for mobile phones used by the 
public is 2.0 watts/kilo 旨 ram (W/K 邑） 
averaged over ten 邑 rams of tissue, 
recommended by The Council of the 
European Union. The limit incorporates a 
substantial mar 邑 in of safety to give 
additional protection for the public and to 
account for any variations in 
m 巨 asur 巨 merits. 

*** Tests for SAR have been conducted using 
standard operation positions with the phone 
transmittin 邑 at its highest certified power 
level in all tested frequency bands. Although 
the SAR is determined at the highest 
certified power level, the actual SAR level of 
the phone while operating can be well below 
the maximum value. This is because the 
phone is desi 邑 ned to operate at multiple 
power levels so as to use only the power 
required to reach the network. In general, 
the closer you are to a base station 
antenna, the lower the power output. 
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♦ Federal Communications 
Commission (FCC) Notice 

• This device complies with part ] 已 of the FCC 
rules. 

Operation is subject to the following two 
conditions : 

① this device may not cause harmful 
interference, and 

③ this device must accept any interference 
received, including interference that may 
cause undesired operation. 

• Chan 邑 es or modifications made in or to the 
radio phone, not expressly approved by the 
manufacturer, will void the user's authority to 
operate the equipment. 

♦ FCC RF Exposure Information 

This model phone meets the U.S. Government's 
requirements for exposure to radio waves. 

This model phone contains a radio transmitter 
and receiver. This model phone is designed and 
manufactured not to exceed the emission limits 
for exposure to radio frequency (RF) ener 邑 y as 
set by the FCC of the U.S. Government. These 
limits are part of comprehensive guidelines and 
establish permitted levels of RF energy for the 
general population. The guidelines are based on 
standards that were developed by independent 
scientific organizations through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. 

The exposure standard for wireless mobile 
phones employs a unit of measurement known 
as the Specific Absorption Rate (SAR). The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/k 旨. Tests for SAR 
are conducted using standard operating 
positions as accepted by the FCC with the 
phone transmittin 旨 at its highest certified 
power level in all tested frequency bands. 
Although the SAR is determined at the highest 
certified power level, the actual SAR level of the 
phone while operating can be well below the 
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maximum value. This is because the phone is 
designed to operate at multiple power levels so 
as to use only the power required to reach the 
network. In general, the closer you are to a 
wireless base station antenna, the lower the 
power output level of the phone. 

Before a phone model is available for sale to the 
public, it must be tested and certified to prove 
to the FCC that it does not exceed the limit 
established by the U.S. government-adopted 
requirement for safe exposure. The tests are 
performed on position and locations (for 
example, at the ear and worn on the body) as 
required by FCC for each model. The highest 
SAR value for this model phone as reported to 
the FCC, when tested for use at the ear, is 
0.809 W/kg, and when worn on the body, is 
0.91 W/k 旨. （Body-worn measurements differ 
among phone models, depending upon available 
accessories and FCC requirements). 

While there may be differences between the 
SAR levels of various phones and at various 
positions, they all meet the U.S. government 
requirements. 

The FCC has 邑 ranted an Equipment 
Authorization for this model phone with all 
reported SAR levels evaluated as in compliance 
with the FCC RF exposure guidelines. SAR 
information on this model phone is on file with 
the FCC and can be found under the Equipment 
Authorization Search section at http:// 
www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ (please search on 
FCC ID VQK-T02D). 

For body worn operation, this phone has been 
tested and meets the FCC RF exposure 
guidelines when used with an accessory 
designated for this product or when used with 
an accessory that contains no metal and which 
positions the handset at a minimum distance of 
1.0 cm from the body. 





《 In the United States, the SAR limit for 
wireless mobile phones used by the general 
public is 1.6 Watts/kg (W/k 旨 )， averaged over 
one 邑 ram of tissue. SAR values may vary 
depending upon national reporting 
requirements and the network band. 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class 日 digital 
device, pursuant to pa け ] 已 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment 
generates, uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause 
harmful interference to radio communications. 
However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, 
which can be determined by turning the 
equipment off and on, the user is encoura 邑 ed to 
try to correct the interference by one or more of 
the following measures: 

- Reorient or relocate the receiving antenna. 

- Increase the separation between the 
equipment and receiver. 

- Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

- Consult the dealer or an experienced radio/ 
TV technician for help. 

♦ Important Safety Information 

AIRCRAFT 

Switch off your wireless device when boarding 
an aircraft or whenever you are instructed to do 
so by airline staff. If your device offers flight 
mode or similar feature consult airline staff as to 
whether it can be used on board. 


DRIVING 

Full attention should be 邑 iven to drivin 旨 at all 
times and local laws and regulations restricting 
the use of wireless devices while driving must 
be observed. 

HOSPITALS 

Mobile phones should be switched off wherever 
you are requested to do so in hospitals, clinics 
or health care facilities. These requests are 
desi 邑 ned to prevent possible interference with 
sensitive medical equipment. 

PETROL STATIONS 

Obey all posted si 邑 ns with respect to the use of 
wireless devices or other radio equipment in 
locations with flammable material and 
chemicals. Switch off your wireless device 
whenever you are instructed to do so by 
authorized staff. 

INTERFERENCE 

Care must be taken when using the phone in 
close proximity to personal medical devices, 
such as pacemakers and hearing aids. 

Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a 
minimum separation of ] 已 cm be maintained 
between a mobile phone and a pace maker to 
avoid potential interference with the pacemaker. 
To achieve this use the phone on the opposite 
ear to your pacemaker and does not carry it in a 
breast pocket. 

Hearing Aids 

Some digital wireless phones may interfere with 
some hearing aids. In the event of such 
interference, you may want to consult your 
hearing aid manufacturer to discuss 
alternatives. 

For other Medical Devices : 

Please consult your physician and the device 
manufacturer to determine if operation of your 
phone may interfere with the operation of your 
medical device. 
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輸出管理規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制 （ r か国為替及 
びが国貿易法」及びその関連法令）の適用を受ける場 
合があります。また米国再輸出規制 （Export 
Administration Regulations ) の適用を受けます。 
本製品及び付属品を輸出及び再輸出する場合は、お客 
様の責任及び費用負担において必要となる手続きをお 
取りください。詳しい手続きについては経済産業省ま 
たは米国商務省へお問合せください。 


知的財産権 


♦著作権•肖像権 


お客様び本製品を利用して撮影またはインターネット 
上のホームページからのダウン□ー ドなどにより取得 
した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第王者び著 
作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引 
用など著作権法上認められた場合を除さ、著作権者に 
無断で複製、改変、公衆送信などはでさません。 

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であって 
ち撮影または録音を制限している場合びありますので 
ごを意ください。 

また、お客様び本製品を利用して本人の同意なしに他 
人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の 
同意なしにインターネット上のホームページに掲載す 
るなどして不特定を数に公開することは、肖像権を侵 
害する恐れびありますのでお控えください。 
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♦商標 


本書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標 
または登録商標です。 

•「 FOMA」 「 i モード」「 i アプ U」 「 i モーシヨン」 
「デコメール®」「おまかせ□ック 」 rmoperaj 
「mopera U 」 「 i チヤネル」「おサイフケータイ」 
「公共モード」「エリアメール」 rsp モード」 rxu 
rx ンク□ッシィ」 rd メニュー」 rd マーケット」 n 
コンシェル」 re 卜 U セツ」「ケータイデータお預か 
りサービス」は NTT ドコモの商標または登録商標で 
す。 

• 「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標 
です。 

• McAfee ®、 マカフィー⑥は米国法人 McAfee , Inc . 
またはその関係会社の米国またはその他の国におけ 
る登録商標です。 

• □ヴィ、 Rovi 、 G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガ CjitjE 
イドモバイル、 G-GUIDE MOBILE 、 およ 

び G ガイド関連□コ'は、米国 Rovi Corporation およ 
び/またはその関連会社の日本国内における商標ま 
たは登録商標です。 

• 本製品は Adobe Systems Incorporated の 
Adobe ® Flash ® 円 ayer を搭載しています。 

Adobe Flash Player Copyright © 1996-2012 
Adobe Systems Incorporated . All rights 
reserved . 

Adobe 、 円 ash および Flash 
Lo 邑〇は 、 Adobe Systems 
Incorporated (ア K ビシステ 
ムズ社）の米国ならびにその他の国における登録商 
標または商標です。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront 
Browser、NetFront Document Viewer を搭載し 
ています。 

ACCESS 、 ACCESS □ユ NetFront は、曰本国、 
米国、およびその他の国における株式会社 ACCESS 
の登録商標または商標です。 

Copyri 旨 ht ⑥ 20] 2 屯 

ACCESS CO ., LTD . ACCESS NetFront 

All rights reserved . 


iWm ADOBE’ 
\Em FLASH'F 











•「 ATOK 」 は株式会社ジャストシステムの 
登録商標です。 「 ATOK 」 は、株式会社 
ジャストシステムの著作物であり、その 
他権利は株式会社ジャストシステムおよ 
び各権利者に帰属します。 

• 。はフェ U カネットワークス株式会社の登録商標で 
す。 

• Fel に a は、 ソニー 株式会社の登録商標です。 

• QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標 
です。 

• REGZA、REGZA Phone、Mobile REGZA 


A* L C M 

ATO K 


En 邑 ine およびレグヴ U ンクは、株式会社東芝の登録 
商標又は商標です。 

' Copyright © 2012 DigiOn , Inc . All 
rights reserved . mxiUf 

デジオン、 Di 邑 iOn 、 DiXiM は、株式会社デジオンの 


登録商標です。 

• StationMobile ® は 
株式会社ピクセラの 
登録商標です。 


Station 


W/obilel 


• Twitter および Twitter □コ'は Twitter ， Inc . の商標ま 
たは登録商標です。 

• microSDHC □コ'は SD -3 C , LLC の商標で 
す。 

• Microsoft ®、 Windows®、Windows Med 
Windows Vista ®、 PowerPoint ® は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける商標または登録商標です。 

• Microsoft Excel、Microsoft Word は、米国の 
Microsoft Corporation の商品名称です。本書では 
Excel 、 Word のように表記している場合びありま 



す。 

•本書では各 0 S (日本語版）を次のよラに略して表 
記しています。 

- Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 
( Starter、Home Basic、Home Premium 、 
Professional 、 Enterprise 、 Ultimate ) の略で 
す。 

- Windows Vista は 、 Windows Vista ⑥ （Home 


Basic、Home Premium 、 Business 、 
Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 


- Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP 
Professional operating system または 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system の田さです。 

• Goo 邑 le および Goo 邑 le □ゴ、 Android および 
Androidnd '. Google Play および Google PlayD 
コ '、 Gmail 、 Goo 邑 le Latitude 、 YouTube および 
YouTube □コ '、 Goo 邑 le マップ、 Goo 邑 le マップナ 
ビおよび Google マップナビ□コ '、Google I クお 
よび Google トーク□コ'、 Goo 邑 le プレイスおよび 
Goo 邑 le プレイス□ゴ、 Goo 旨 le 音声検索、 

Goo 旨1巨+、円 casa は、 Google , Inc . の商標または 
登録商標です。 

• 日 luetooth ⑥ smart ready とその□ゴマークは、 
Bluetooth SIG , INC の登録商標で、株式会社 NTT 
ドコモはライセンスを受けて使用しています。その 
他の商標および名称はそれぞれの所有者に帰属しま 
す。 


• aptX は CSR pic . の商標です。 

• rmilockj はオーセンテック株式会社の登録商標で 
す。 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造 
されています。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号 
はドルビーラボラト U —ズの商標です。 

•「 UD 新丸ゴ」は、株式会社モ U サワより提供を受け 
ており、フオントデータの著作権は同社に帰属しま 
す。 


Wi - Fi ®、 Wi-Fi Alliance ®、 WMM ®、 

Wi - 円□コ'および Wi-Fi CERTIFIED □コ' 



は Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

Wi-Fi certified ™、 WPAtm 、 WPA 2 TM および Wi - 


円 Protected SetupTM は Wi-Fi Alliance の商標で 
す。 

• AOSStm は株式会社バッファ□-の商標です。 ((，!，)) 

• DLNA ®、 DLNA □コ'および DLNA CERTI 円 EDtm 


は 、 Digital Living Network Alliance の商標です。 
DLNA ®, the DLNA Logo and DLNA 
CERTIFIED ™ are trademarks , service marks , or 
certification marks of the Digital Living 
Network Alliance . 

本機の DLNA 認証は富 ± 通株式会社び取得しました。 
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を fm 

Association 

が MH し 


• OBEXtm は 、 Infrared Data Association ®^： 

の商標です。 

• MHL および MHL □コ' 

は、 MH し LLC の商標 
または登録商標です。 

• 「モバキャス」は、株式会社ジャパン•モバイルキャ 
ステイングの商標です。 

•「 NOTTV 」 は、株式会社 mmbi の商標です。 

• その他、本書に記載されている会社名や商品名は、 
各社の商標または登録商標です。 

♦その他 


• 本製品の一部分に 、 Independent JPEG Group び 
開発したモジュールび含まれています。 

• Fel に a は、ソニー株式会社び開発した非接触に力一 
ドの技術ち式です。 

• 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio 
License に基づさライセンスされており、お客様び 
個人的かつ非営利目的においてソ下に記載する場合 
においてのみ使用することび認められています。 

- MPEG -4 Visual の規格に準拠する動画や i モー 
ション 似下、 MPEG -4 Video ) を記録する場合 
■個人的かつ営利活動に従事していない消費者に 
よって記録された MPEG -4 Video を再生する場合 
- MPEG - LA よりライセンスを受けた提供者により 
提供された MPEG -4 Video を再生する場合 
プ□モーション、社内用、営利目的などその他の 
用途に使用する場合には、米国法人 MPEG LA ， 
LLC にお問い合わせください。 
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•本製品は、 AVC ポートフォ U オライセンスに基づ 
を、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のため 
にの AVC 規格準拠のビデオ似下 「 AVC ビデオ」 
と記載します）を符号化するライセンス、および/ 
または （ ii ) AVC ビデオ（個人的で、且つ商業的活 
動に従事していないお客様により符号化された AVC 
ビデオ、および/または AVC ビデオを提供すること 
についてライセンス許諾されているビデオプ□バイ 
ダーから入手した AVC ビデオに限ります）を復号す 
るライセンスび許諾されております。その他の使用 
については、黙示的にち一切のライセンス許諾びさ 
れておりません。さらに詳しい情報については、 
MPEG LA , LLC . から入手できる可能性びありま 
す。 

http :// www . mpegla.com をご参照ください。 

• 本製品は、 VC -1 Patent Portfolio License に基づ 
き、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のため 
にの VC -1 規格準拠のビデオ山:^下 rvc-] ビデ 
才」と記載します）を符号化するライセンス、およ 
び/または （ ii ) VC -1 ビデオ（個人的で、且つ商業 
的活動に従事していないお客様により符号化された 
VC -1 ビデオ、および/または VC -] ビデオを提供す 
ることについてライセンス許諾されているビデオプ 
□バイダーから入手した VC -1 ビデオに限ります） 
を復号するライセンスび許諾されております。その 
他の使用については、黙示的にち一切のライセンス 
許諾びされておりません。さらに詳しい情報につい 
ては 、 MPEG LA , LLC . から入手できる可能性びあ 
ります。 

http :// www . mpegla.com をご参照ください。 

• お買い上げ時、端末本体メモ U にはけ下の辞書コン 
テンツびインス I ''ールされています。 

なお、[簡易版]と記載のある辞書コンテンツは、本 
端末からダウン□ー ドサイトにアクセスするか、お 
手持ちのパソコンから PC 専用ダウン□ー ドサイトに 
アクセスすることで、正式版をダウン□ー ドするこ 
とびでをます。 




本端末でダウン□ー ドする場合、通信環境によって 
は膨大なパケット通信び発生しますので、パケット 
定額サービスのご利用を強くおすすめします。 

お手持ちのパソコンを使ってダウン□ー ドした場合 
には、 microSD カードへコピーし、本端末に取り付 
けて < ださい。 

〈岩波書店〉 

広舌辛苑第六版 DVD - ROM 版（新村出編）[簡易版] 
〈研究社〉 

1」ーダーズ英和辞典第2版（松田徳一郎編）[簡易 
版] 

〈王省堂〉 

デイ1」一日中英.中日英辞典（池田巧監修/王省堂 
編修所編） 

デイ1」一日中英3か国語会話巧巧（池田巧•胡興智 
監修/王省堂編修所編）[簡易版] 

また、 • L ソ下のコンテンツは各ダウン□ー ドサイトか 
らのダウン□ー ドのみの提供となります。 

〈研究社〉 

新和英中辞典第已版 （Martin Collick 、 
DavidP . Dutcher 、 田辺宗一、金子稔編） 

〈大修館書店〉 

新漢語林 MX (鎌田正、米山寅太郎著） 

みんなで国語辞典③あふれる新語（化原保雄編著/ 
r ちっと明鏡」委員会編集） 

KY 式日本語（化原保雄編著/「ちっと明鏡」委員会 
編集） 

問題な日本語（化原保雄編（化原保雄、ル林賢次、 

砂川有里子、鳥飼浩二、矢澤真人執筆)） 

築地魚河岸ことばの話（生田與克、冨岡一成著） 
〈自由国民社〉 

現代用語の基礎知識2012年版（自由国民社編） 

〈ル学館〉 

家庭医学館（総編集柳下徳雄/服部光男/岡島重 
孝/ル学館.家庭医学館編集委員会） 

〈角川学芸出版〉 

角川類語新辞典（大野晋、お西正人著） 


〈王省堂〉 

デイ U — 曰韓英-韓曰英辞典（福井お-尹亭仁監修 
/王省堂編修所編） 

デイ1」一曰独英•独日英辞典（お辺学監修/王省堂 

デイ U —曰仏英•仏日英巧巧けが公定史監修/兰省 
堂編修所編） 

デイ1」一曰伊英•伊日英辞典（藤村昌旧監修/王省 
堂編修所編） 

デイ1」一日西英•西日英辞典（上田博人、アントニ 
才-ルイズ-ティノコ監修/王省堂編修所編） 
デイリー曰韓英3か国語会話辞典（尹亭仁監修/王 
省堂編修所編） 

デイ U —日独英3か国語会話辞典じ度辺学監修/王 
省堂編修所編） 

デイ U —曰仏英3か国語会話辞典けす松定史監修/ 

デイ U —日伊英3か国語会話辞典（藤村昌旧監修/ 
王省堂編修所編） 

デイ U —曰西英3か国語会話辞典（山村ひろみ監修 
/王省堂編修所編） 


♦ Adobe ⑧ Flash ⑨ Player エンドユー 
ザ-ライセンス契約 


の a prohibition against distriDution and copying , 
( ii ) a prohibition against modifications and 
derivative works , (川 ） a prohibition against 
decompiling , reverse engineering , 
disassembling , and otherwise reducing the 
software to a human-perceivable form , ( iv ) a 
provision indicating ownership of the Software 
by Partner and its suppliers , ( v ) a disclaimer of 
indirect , special , incidental , punitive , and 
consequential damages , and ( vi ) a disclaimer of 
all applicable statutory warranties , to the full 
extent allowed by law , a limitation of liability not 
to exceed the price of the Integrated Product , 
and/or a provision that the end user's sole 
remedy shall be a right of return and refund , if 
any , from Partner or its Distributors . 


付録/索引ら 1 




♦才 ープンソース ソフトウェア 

• 本製品には、 Apache License V2.0 に基づきライ 
センスされるソフトウェアに当社び必要な改変を施 
して使用しております。 

• 本製品には、 GNU General Public 
License(GPL)、GNU Lesser General Public 
License (LGPL )、 その他のライセンスに基づくソ 
フトウェアび含まれております。 

ライセンスに関する詳細は、ホーム画面でこ量^一 
[本体設定]^ [端末情報]^ [法的情報]^ [オー 
プンソースライセンス]をご参照ください。 

• 本製品で使用しているオープンソースソフトウェア 
のソースコー问ま 、 GPL (http://www.gnu.org/ 
licenses/old-licenses/ 邑 pi- 2.0 .html)、LGPL 
(http://\AA/wv. 邑 nu.or 邑 /licenses/I 邑 pl-2.] .html )、 
MPL (http://www.mozilla.org/MPL/MPL- 
].l.html)、CPL (http://www.eclipse.or 旨 / 
le 邑 a ン cpi-v] O.html) の規定に従い開示しておりま 
す。 

詳細については切下のサイトの本製品に関する情報 
をご参照ください。 

http://www.fmworld.net/product/phone/sp/ 

android/develop/ 
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SIM □ック解除 


本端末は SIM □ック解除に対応しています。 SIM □ッ 

クを解除ずると他社の SIMA — ドを使用することびで 

さます。 

•SIM □ック解除は、ドコモショップで受付をしてお 
ります。 

• 別途 SIM □ック解除手数料びかかります。 

•他社の SIM カードをご使用になる場合、 LTE 方式で 
はご利用になれません。また、ご利用になれるヴー 
ビス、機能などび制限されます。当社では、一切の 
動作保話はいたしませんので、あらかじめご了承< 
ださい。 

• SIM □ック解除に関する詳細については、ドコモの 
ホームページをご確認ください。 







電池 

充電 

電池パックの取り付け/取りがし 
電話 

受ける . 

かける . 

緊急通報 . 

通話音量 . 

ドコモ miniUlM 力ード 

暗証番号 . 

取り付け/取り外し . 


ハ行 


ブラウザ . 47 

画面の操作 . 47 

先読み . 47 

Web サイトの表示 . 47 

フリック入力 . 33 

ホーム画面 . 34 

保話 . 51 


アクセスポイント . 

アフターサービス . 
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エリア メール . 


A —ボ ー 。 

切り替え . 

手書さキーボード . 

テンキーキーボード ....... 

表示/非表示 . 

QWERTY キーボード ..... 

緊急速報「エリアメール」.. 

ケータイ入力 . 

ジェスチャー入力 . 

巧胃 . 

初期化 . 

初期設定 . 

スクリーンシヨット . 

ステータスアイコン . 

ステータスバー . 

スマートフォンあんしん違隔ヴポート., 

設定メニュー . 

ソフトウ王ア更新 . 


卓上ホルダ巧電設定 

タッチパネル . 

通知アイコン . 

テザリング . 

電源 ON / OFF … 


APN . 39 

E メール . 4己 

Gmail . 46 

microSD 力ード . 24 

取り付け/取り外し . 24 



英数字-記号 
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目己 7667 33 
22 3333 42 



3619900083 
32己2233己3己 


68017 

22342 
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mopera U 
アクセスポイント 

PIN コード . 

SAR . 

SIM □ック解除 ...... 

SMS . 

sp モード . 

sp モードメール ..... 
USB テザリング… 

Wi-Fi . 

Wi - Fi テザリング.… 


9342595102 
34己6434444 
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ご契約内容の確認.変更、各種サービスのお申込、 

各種資料請ホをオンライン上で承っております。 

SP モードから d メ ニユー づ r お客様ヴポートへ」 

づ r 各種お申込-お手続き」 

(パケット通信料無料） 

パソ〕ンか6 My docomo 

( http :// www . mydocomo . com /) 
各種お申込-お手続さ 

《 SP モードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」び 
必要となります。 

《 SP モードか5ご利用になる際は、一部有料となる場合びあり 
ます。 

※パソコンか5ご利用になる場合、「 docomo の/ノ（スワード」 
び必要となります。 

※「ネットワーク日音証ま号」および 「 docomo の/パスワード」を 
お持ちでない方 • お忘れの方は、本書巻末の「総合お問い合わ 
せ先」にご相談<ださい。 

《ご契約内容によってはご利用になれない場合びあります。 

※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合び 
あります。 


マナーもいっしよに携帯しましよ 


こんな場台は必ず電源を切りましょう 

■ 使用禁止の場所にいる場合 

航空機内、病院内では、必ず端末の電源を切ってく 
ださい。 

《医用電気機器を使用しているちびいるのは病棟 
内だけではありません。□ビーや待合室などで 
ち、必ず電源を切ってください。 

■ 満員電車の中など、植込み型む臓ペースメーカお 
よび植込み型除細動器を装着した方が近くにいる 
可能性がある場合 

植込み型/。臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
に悪影響を与える恐れびあります。 

こんな場台は公共モードに設定しましょう 

■ 運転中の場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の巧 
象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持な 
ど、やむを得ない場合を除をます。 

■ 劇場-映画館-美術館など公共の場所にいる場合 
静かにするベさ公共の場所で端末を使用すると、周 
囲のちへの迷惑になります。 


使用する場所や声-着信音の大ささに注意し 
ましよラ 

■ レストランやホテルの□ビーなどの静かな場所で 
端末を使用する場合は、声の大ささなどに気をつ 
けましよつ。 

■ 街の中では、通行の妨げにな5ない場所で使用し 
ずしよつ。 

プライバシーに配慮しましよう 
A カメラ付を携帯電話を利用して撮影や画像送 
I 信を行ラ際は、プライバシーなどにご配慮く 
:ださい。 


こんな機能が公共のマナーを守ります 

かかってさた電話に応答しない設定や、端末から鳴 
る音を消す設定など、便利な機能びありまず。 

参公共モード（ドライブモード/電源 OFF ) 
電話をかけてさた相手に、運転中わし<は携帯電 
話の利用を控えなければならない場所にいる旨の 
ガイダンス、または電源を切る必要びある場所に 
いる旨のガイダンスび流れ、自動的に電話を終了 
します。 

•バイブレーション 

電話びかかってさたことを、振動でお知らせしま 
す。 

•マナーモード 

着信音や操作音など端末から鳴る音を消すことび 
でさます。 

音の種類ごとに音量とバイブレーションを設定す 
ることちでさます。 

※ただし、シャッター音は消せません。 

そのほかにち、留守番電話サービス、転送でんわ 
サービスなどのオプションサービスび利用でさまず。 

n _ n 


を) 

J レ’ IJ ヴイごル-タットI 


ご不要になった携帯電話などは、自社•他 
社製品を問わず回収していますので、お近 
くのドコモショップへお持ちください。 
※回収対象：携帯電話、 PHS 、 電池パッ 
ク、充電器、卓上ホルダ（自社-他社製品 
を問わず回収） 


この印刷物は U サイクルに配慮されて製本されています。 
不要となった際は、回収、 U サイクルに出しましよラ。 








{ドコモインフオメーシヨンセンター> 


■ ドコモの携帯電話か 5 の場合 


■ ドコモの携帯電話か 5 の場合 

凸（局きなしの） 1 已 1 (無料） 


凸（局きなしの） 113 (無料） 

※一般電話などか 6 はご利用になれません。 


※一般電話などか 6 はご利用になれません。 

■一般電話などからの場合 


■一般電話などか 5 の場合 

函0120 -800-000 


函0120ぶ00 -000 

※一部の IP 電話からは接続できなし嗎合があります。 


※一部の IP 電話からは接続できなし、場合があります。 

受付時間午前 9 : 00 〜 午後 8 : 00 (年中無休） 


受付時間 24 時間（年中無休） 

♦番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 

♦各種手続さ、故障•アフターサービスについては、上記お問い合わせ巧にご連絡いただくか、ドコモホームページにてお近くのドコモショップ 
などにお問い合わせください。 

ドコモホームぺージ http://www.nttclocomo.co.jp/ 


海かでの紛失、巧難、精算などについて I 海外での巧障について 

〈ド コモインフォメーシヨンセンター> に 4 時間受付 ）I 〈ネッ トワークオペレーシヨンセンター> (24 時間受付) 


がコモの携帯電話か 5 の場合 


I 浦在国の国際電話 
アクセス番号 


I ユニバーサルナンバー用I 

国際識別番号 


-8000120-0151 


がコモの携帯電話か 5 の場合 


-8 1 -3- G 832- GG 00 (無料） 

* 一般電話などでかけた場合口ま、日本向け通話料びかかります。 
《T-02D か6ご利用の場 S ホ、+81 -3 -已832-已已00でつながります 
( 「+」は「0」を1砂 L ツ上タッチします)。 

•一般電話などか 5 の場合〈ユニ/ K - ヴルナン/ く一> 


浦在国の国際電話 I 
アクセス番号 


-81-3-6718-1 4 14* (無料） 

* -般電話などでかけた場合には、日本向け通話料びかかります。 
《T-02D からご利用の場合は、+81 -3 -已71 8-1 414でつながります 
( 「+」は「0」を1秒タッチします)。 

•-般電話などか 5 の場合〈ユ ニ / ヴルナン/ く一> 


ユニバーサルナンバー用I 

国際識別番号 


-8005931-8600* 


お帯在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニノ (ーヴルナンノ（一用国際識別番号 
については、ドコモの「国際ヴービスホームぺージ」をご覧ください。 


お帯在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニノ (ーヴルナンノ（一用国際識別番号 
につい口ま、ドコモの個際ヴービスホームぺージ」をご覧ください。 


♦紛失•涩 i などにあわれた5、速やかに利用中断手続ををお取りください。 

♦お客様び購入された端末に脚璋び巧をした場合は、ご帰国衡こドコモ指定の蜘赁取扱窓□へご持参くだをい。 


マナーもいっしょに携帯しましょう。 

〇公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方へのむくばりを忘れずに。 
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販売元株式会社 NTT ドコモ 
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